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日
本
Ｎ
Ｙ
で
大
行
進

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
近
年
初

と
な
る﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
﹂

が
14
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・

ウ
エ
ス
ト
81
丁
目
か
ら
68
丁
目

ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
日
系
団

体
、
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
90
団

体
、
２
４
０
０
人
余
り
が
大
行

進
し
て
沿
道
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
民
２
万
人
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
騎
馬
隊
を
先
頭

に
、
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ
ャ
ル
の

日
系
俳
優
で
人
権
活
動
家
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
タ
ケ
イ
さ
ん
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫

大
使
、
パ
レ
ー
ド
・
チ
ェ
ア
マ

ン
の
上
田
淳
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン

カ
ー
に
乗
り
沿
道
の
市
民
に
手

を
振
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
雅
楽
や
鼓
舞
、
お
神
輿
、
花

笠
踊
り
や
あ
わ
踊
り
な
ど
日
本

文
化
紹
介
に
加
え
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶、
Ｎ
Ｙ
日
本

商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶、

日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人

美
術
家
協
会
な
ど
の
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
や
衣
装
で
パ

レ
ー
ド
し
た
。
伝
統
的
な
日
本

文
化
だ
け
で
は
な
く
日
本
か
ら

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
５
戦
士
が

参
加
し
て
、
71
丁
目
に
設
置
さ

れ
た
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
現

代
日
本
を
象
徴
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
と
市
民
た

ち
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

起
こ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

や
ゴ
ス
ペ
ル
、
ヤ
ン
グ
・
ピ
ー

プ
ル
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
な
ど
多
様

性
も
交
え
た
パ
レ
ー
ド
は
終
盤

雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
十
分
に

日
本
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。

   

︵
２
面
と
16
面
に
関
連
記
事
︶　

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

力
合
わ
せ
て
実
現

東日本大震災被災地の東北６県と北海道の県人会（ほくほく会）が巨大な日の丸を持ってパレード先頭を歩いた

グランドマーシャルのジョージ・タケイさん

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.iiicareer.com/
https://nipponexpressusa.com/
http://www.idocenter.com
https://aantcinc.com/
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Photo
News

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶

NY 日本商工会議所（JCCI）、日本クラブ、剣道の士道館

殺陣波怒流の演武

威勢よく NY 茨城県人会が担いだイーストビレッジのお神輿

花
魁
も
し
な
や
か
に
行
進

佑
季
夫
人
と
共
に
市
民
、
来
賓
に
手
を
振
る
パ
レ
ー
ド
・

チ
ェ
ア
マ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク
・
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
︵
三
井
住
友
信
託
銀
行
Ｎ
Ｙ
支
店
長
︶
上
田
淳
さ
ん

ニ
ッ
ポ
ン
元
気
！

Ｎ
Ｙ
に
感
謝

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
開
催

写
真
・
本
紙
取
材
班

tel:9175773969
mailto:keikoan0127@gmail.com
tel:2122136069
https://www.facebook.com/groups/NYUAlumniJapan/events
https://hsart.com/
http://www.ny-pcr.com/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
、

西
45
丁
目
49
番
地
︶
が
主
催
す

る
第
26
回
Ｊ
Ａ
Ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
躍
す
る
日
本
人
・
日
系

人
美
術
家
展
覧
会
︵
後
援
・
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ

イ
ム
︶
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
12
日
午
後
、
Ｊ

Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

篠
原
有
司
男
さ
ん
、
佐
藤
正

明
さ
ん
ら
第
１
回
目
か
ら
の
出

展
作
家
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢

30
人
が
58
作
品
を
出
品
し
た
。

佐
藤
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来

賓
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
村
上
顕
樹
広
報
セ

ン
タ
ー
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
、
マ
ス
ク
着
用
と
ワ

ク
チ
ン
証
明
提
示
の
感
染
防
止

策
を
取
り
な
が
ら
３
年
ぶ
り
の

対
面
式
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
な

り
、
ワ
イ
ン
や
軽
食
な
ど
が
出

さ
れ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
人

出
に
近
い
参
加
者
と
な
っ
た
。

　

日
本
か
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
佐
々
木
健
二
郎
さ
ん
が
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
し
て
元
気
な
顔
を

見
せ
た
。
同
展
で
の
売
り
上
げ

の
半
分
が
Ｊ
Ａ
Ａ
の
活
動
資
金

と
し
て
寄
付
さ
れ
る
。
21
日

︵
土
︶
午
後
３
時
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
作
家
30
人
が
58
作
品

21
日
ま
で
展
示
販
売
中

JAA美術展始まる
　

今
回
の
第
10
回K

asiki's 
A

rtist Show

に
代
表
で
参

加
す
る
高
崎
純
子
さ
ん
。
当
時

は
Ｏ
Ｌ
の
定
番
で
﹃
い
け
ば
な

︵
草
月
流
︶
講
師
﹄
や
﹃
着
物

付
け
師
﹄
の
資
格
取
得
。
以
来
、

生
花
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
シ
ル

ク
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
プ
リ
ザ

ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
ク
リ
ス
タ

ル
パ
フ
ィ
ー
厶
フ
ラ
ワ
ー
へ
と

日
本
の
伝
統
文
化
か
ら
最
新
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
学
び
、

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
第

一
者
の
上
村
良
子
さ
ん
か
ら
資

格
取
得
指
導
を
受
け
ま
す
。
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
は
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で

の
﹃
フ
ラ
ワ
ー
作
家
二
人
展
﹄

以
来
は
日
本
橋
三
越
フ
ラ
ワ
ー

作
家
展
、
同
様
に
上
海
三
越
、

パ
リ
三
越
、
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
テ

バ
ル
へ
の
出
展
で
数
々
の
作
品

賞
グ
ラ
ン
ブ
リ
を
受
賞
。
最
近

で
は
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
1
８
年

に
パ
リ
の
﹃
ト
リ
ア
ノ
ン
パ
レ

ス
ベ
ル
サ
イ
ユ
﹄
でJA

PA
N

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
デ
ィ
ナ
ー

show

に
出
演
参
加
さ
れ
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
﹃
着

物
ド
レ
ス
＆
ブ
ー
ケ
﹄
で
出
演

し
好
評
を
博
し
ま
す
。　

　

現
在
は
自
宅
新
浦
安
市
へ
の

愛
が
強
く
地
元
の
東
急
ホ
テ
ル

で
の
人
間
国
宝
有
田
焼
作
家
の

井
上
萬
ニ
氏
と
の
コ
ラ
ボ
作
品

展
示
や
東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル

の
ガ
ラ
ス
の
チ
ャ
ペ
ル
の
模
擬

挙
式
等
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
高

崎
さ
ん
は
ユ
ー
モ
ア
と
そ
の
明

る
い
笑
い
声
で
周
り
を
幸
せ
に

し
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
文
化
人
で
す
。
今

フラワーデザイナー

高崎純子

シリーズ 4

回
は
出
演
者
を
率
い
て
代
表
で

の
出
演
な
の
で
勝
手
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
お
花
と
着
物

ド
レ
ス
の
集
大
成
の
大
役
で

す
。
Ｉ
Ｆ
Ａ
本
部
長
と
し
て
活

躍
す
る
高
崎
純
子
さ
ん
に
は
こ

こ
で
﹃
思
い
切
り
楽
し
ん
で
来

て
く
だ
さ
い
﹄
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。＊　

＊　

＊

高
崎
純
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

西
東
京
︵
旧
田
無
市
︶
出
身
。

新
浦
安
市
在
住
。
東
海
大
学
卒

業
後
に
大
手
メ
ー
カ
ー
に
勤

務
。
結
婚
後
に
子
育
て
し
な
が

ら
パ
リ
・
日
本
橋
・
上
海
各
三

越
に
て
展
示
。
赤
坂
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
て
﹃
二
人
フ
ラ
ワ
ー

作
家
展
﹄
開
催
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
使
館
全
権
大
使
よ
り
感
謝
状

授
与
。
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
・
京
王
百
貨
新
宿
店
で
人
間

国
宝
井
上
萬
ニ
氏
と
コ
ラ
ボ
出

展
。
他
に
作
品
展
で
数
々
の
受

賞
。
現
在
は
Ｉ
Ｆ
Ａ
花
と
音
楽

の
街
振
興
会
執
行
役
員
理
事
。

一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｊ
・
国
際
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
連
盟
本
部
長
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

https://kj-artist.jp/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://shopnyseikatsu.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

最
近
で
は
日
本
で
も
古
い
民
家
を
購
入
し
て
、
全
て
を
取
り

壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
古
い
建
築
の
魅
力
を
残
し
な
が

ら
、
洗
練
さ
れ
た
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
折
衷
さ
せ
て
、
と
て

も
い
い
雰
囲
気
の
生
活
空
間
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
日
本
の
古
民
家
風
ト
イ
レ
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
歴
史
建
造
物
保
存
法
で
認
定
さ
れ
た
ビ
ル
の
中
に
あ

る
ア
パ
ー
ト
の
中
に
作
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

と
和
風
で
対
照
的
に
思
え
ま
す
が
、
両
方
の
い
い
所
を
使
い
和

洋
折
衷
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
と
て
も
画
期
的
な
ス
タ
イ

ル
の
結
合
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
は
日
本
と
同
じ
温
水
洗
浄
付
き
の
快
適
ト
イ
レ
で

す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
レ
バ
ー
は
ド
ア
レ
バ
ー
に
合
わ
せ
て
金
色
に

し
て
高
級
感
を
出
し
ま
し
た
。
床
は
石
畳
風
、
シ
ン
ク
の
カ
ウ

ン
タ
ー
は
木
で
、
わ
ざ
と
木
の
フ
ロ
ン
ト
を
直
角
で
は
な
く
、

少
し
斜
め
に
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
と
、
鏡

と
、
シ
ン
ク
は
オ
ル
ガ
ニ
ッ
ク
な
形
状
に
し
て
あ
り
ま
す
。
フ

ォ
ー
セ
ッ
ト
も
和
風
の
物
を
付
け
ま
し
た
。
ダ
ク
ト
の
カ
バ
ー

も
日
本
風
の
も
の
を
探
し
て
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
ア
パ
ー
ト
で
も
低
予
算
で
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
デ

ザ
イ
ン
の
こ
と
な
ら
、
夢
を
捨
て
な
い
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
相
談
し
て
み
る
の
も
一
考
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
７
２
０
・
３
７
１
７
、
Ｅ
メ
ー

ルakino@
interiordesigncrafted.com

　

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・interiordesigncrafted

︶

　

10
日
に
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｙ
ヤ
ン
キ

ー
ス
対
ト
ロ
ン
ト
・
ブ
ル
ー
ジ

ェ
イ
ズ
の
試
合
の
始
球
式
で
投

球
し
た
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス

Ｎ
Ｙ
市
長
は
、
試
合
観
戦
中
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
同
市
長
公

邸
グ
レ
イ
シ
ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン

に
幽
霊
が
い
る
と
伝
え
た
。 

　

市
長
公
邸
に
満
足
し
て
い
な

い
の
か
、
と
い
う
ヤ
ン
キ
ー
ス

試
合
解
説
者
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
イ

氏
の
質
問
に
対
し
、
同
市
長
は

﹁
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
に
は
馴
染
が
な
い
。
さ
ら
に

あ
そ
こ
に
は
幽
霊
が
い
る
﹂
と

話
し
た
。
何
か
が
動
い
て
い
る

の
は
見
た
の
か
、
と
い
う
問
い

に
対
し
て
は
﹁
い
つ
も
だ
、
い

つ
も
。
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
忍
ん

で
い
る
﹂。
同
公
邸
の
幽
霊
に

つ
い
て
言
及
し
た
の
は
同
市
長

が
初
め
て
で
は
な
い
。
ビ
ル
・

デ
ブ
ラ
シ
オ
前
市
長
の
妻
チ
ャ

ー
レ
ー
ン
・
マ
ク
レ
イ
氏
は

２
０
１
７
年
、
築
２
２
３
年
の

同
宅
で
、
当
時
の
所
有
者
ア
ー

チ
ボ
ル
ド
・
グ
レ
イ
シ
ー
の
娘

の
さ
さ
や
き
声
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
し
﹁
彼
女
を
実
際
に

見
た
こ
と
は
な
い
が
、
扉
が
勝

手
に
開
閉
し
た
り
、
ま
る
で
誰

か
が
部
屋
の
中
を
歩
い
て
い
る

か
の
よ
う
な
床
が
き
し
む
音
が

し
た
﹂
と
話
し
た
。 

　

同
邸
宅
は
、
当
時
の
Ｎ
Ｙ
市

北
端
部
か
ら
数
マ
イ
ル
北
部
、

ち
ょ
う
ど
イ
ー
ス
ト
・
リ
バ
ー

が
カ
ー
ブ
す
る
景
観
が
美
し
い

場
所
に
１
７
９
９
年
に
建
て
ら

れ
た
。
１
０
０
年
後
に
同
市
が

購
入
し
、
今
日
の
ヨ
ー
ク
ビ
ル

地
区
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
公

園
の
一
部
と
な
っ
た
。
当
時

は
同
市
立
博
物
館
だ
っ
た
が
、

１
９
４
２
年
以
降
、
市
長
公
邸

と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

ＮＹの伝統と日本の古民家風スタイル

洗面所を和洋折衷のデザインに改修

Ｎ
Ｙ
市
長
公
邸
グ
レ
ー
シ
ー
・
マ
ン
シ
ョ
ン

市
長
が
幽
霊
の
存
在
語
る

mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80%E7%A7%8B%E9%87%8E%E3%81%95%E3%82%93
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80%E7%A7%8B%E9%87%8E%E3%81%95%E3%82%93
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

“AASPスキル” の
必要性（１）

　

さ
て
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
最
初

に
お
話
し
し
た(Linguistic 

R
elativity)

と
い
う
説
を
思

い
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の

説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
が
話

さ
れ
て
い
る
社
会
で
周
り
の
環

境
な
ど
が
密
接
に
言
葉
に
関
係

し
、
言
語
を
作
り
上
げ
て
い
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
こ
の
章
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
や
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
の
文
脈
も
含
め

て
、
米
国
と
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

社
会
構
造
で
の
言
語
使
用
の
違

い
を
考
え
て
み
ま
す
。
ま
ず
は

就
職
の
﹁
面
接
﹂
と
い
う
文
脈

に
焦
点
を
当
て
て
み
ま
し
ょ

う
。

 　

近
年
の
日
本
の
大
学
で
は

多
様
性
や
寛
容
性
が
推
進
さ

れ
、 “globalism

” “
gender 

equality” “
diversity”

と

い
っ
た
横
文
字
を
使
っ
た
コ
ン

セ
プ
ト
が
盛
ん
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常

に
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
反

面
、
一
歩
外
の
社
会
〜
特
に
仕

事
の
組
織
に
触
れ
だ
す
と
、
こ

れ
ら
の
概
念
と
は
ま
る
で
違
っ

た
世
界
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
就

職
面
接
の
過
程
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
日
本
で
は
未
だ
に
企
業

な
ど
に
送
る
履
歴
書
な
ど
に
は

年
齢
や
性
別
を
記
載
し
、
ま
た

顔
写
真
ま
で
必
要
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
逆

に
米
国
で
は
、
書
類
上
の
選
考

に
あ
た
っ
て
、
評
価
対
象
と
し

て
今
ま
で
の
実
績
、
専
門
的
能

力
や
ス
キ
ル
を
最
重
視
す
る
べ

き
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
れ

以
外
の
項
目
で
の
差
別
を
な
く

す
た
め
に
年
齢
、
性
別
、
容
姿

な
ど
が
わ
か
る
応
募
の
さ
せ
方

を
法
律
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
必
然
的
に
能
力
重

視
の
採
用
と
い
う
結
果
に
な
る

わ
け
で
す
。
日
本
で
能
力
が
高

い
の
に
こ
れ
ら
の
項
目
の
た
め

に
冷
遇
さ
れ
て
し
ま
う
、
あ
る

い
は
能
力
に
見
合
っ
た
仕
事
内

容
や
給
料
が
得
ら
れ
な
い
、
と

い
っ
た
人
々
が
海
外
に
出
て
逆

こ
れ
ら
は
非
常
に
有
利
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
変
換
さ
れ
ま
す
。

年
齢
や
性
別
と
い
う
社
会
の
偏

見
フ
ィ
ル
タ
ー
が
取
り
除
か
れ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で

の
達
成
や
専
門
ス
キ
ル
に
加
え

て
、
向
上
心
、
自
信
、
そ
し
て

挑
戦
す
る
意
欲
を
う
ま
く
言
葉

や
態
度
で
表
す
こ
と
は
必
須
と

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
の
面

接
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
大
学

や
大
学
院
に
入
る
時
の
面
接
、

大
学
院
授
業
内
の
討
論
、
も
と

も
と
は
普
段
か
ら
の
生
活
を
通

し
て
の
考
え
方
や
行
動
力
が
も

の
を
言
い
ま
す
。
米
国
の
学
校

で
は
幼
少
期
か
ら
、”Show

 
and T

ell” 

︵
自
分
が
大
切
に

し
て
い
る
物
を
ク
ラ
ス
の
前
で

披
露
し
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た

物
か
、
な
ぜ
自
分
に
と
っ
て
大

切
な
の
か
な
ど
を
論
理
的
に
話

す
︶
と
い
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
、
少
な
く

と
も
こ
う
い
っ
た
人
前
で
の
発

表
に
慣
れ
る
訓
練
を
実
行
し
て

い
ま
す
。
実
際
こ
う
い
っ
た
能

力
を
持
っ
て
い
る
人
々
の
話

を
聞
い
て
い
る
と
、
い
く
つ

か
共
通
の
特
徴
に
気
が
つ
き

ま
す
。
ま
ず
、”A

ssertive”

―
﹁
自
分
の
主
張
に
自
信
を

持
っ
て
い
て
い
る
こ
と
﹂、 

“
A

rticulate”

―
﹁
そ
れ
を

明
確
な
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
﹂、 

“
Self-selective”

―
﹁

自

発
的
に
発
言
す
る
こ
と
。﹂
こ

れ
ら
三
つ
が
揃
っ
た
活
発
な

“
Participation”

﹁

言

葉

で

の
参
加
﹂、
す
な
わ
ち “

A
A

SP

ス
キ
ル” 

を
習
得
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
論
理
的
な
説

明
を
相
手
の
目
を
見
て
行
い
、

説
得
力
の
あ
る
結
果
を
生
み
出

し
ま
す
。
米
国
社
会
で
成
功
し

て
い
る
多
く
の
人
々
は
、
ど
ん

な
分
野
で
も
こ
の
ス
キ
ル
を
マ

ス
タ
ー
し
発
揮
し
て
い
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

に
優
遇
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々

あ
り
ま
す
。
研
究
者
な
ど
で
言

え
ば
、
い
わ
ゆ
る
﹁
頭
脳
流
出
﹂

と
い
う
現
象
に
発
展
し
て
し
ま

い
、
も
し
そ
の
研
究
者
が
現
地

で
国
籍
を
変
え
て
し
ま
っ
た
後

で
有
名
な
賞
を
取
っ
た
時
な
ど

は
、
こ
の
残
念
な
背
景
が
ニ
ュ

ー
ス
と
な
っ
て
流
れ
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
﹁
能
力
﹂
の
部

分
で
す
が
、
米
国
で
は
こ
れ

は
﹁
言
葉
﹂
と
直
結
し
て
い

て
、
実
際
に
自
分
で
強
く
具
体

的
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と

も
能
力
の
一
部
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
い
う
﹁
能
あ
る
鷹

は
爪
を
隠
す
﹂
と
い
う
概
念
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
日
本
で
の

面
接
に
な
る
と
逆
に
自
信
過
剰

の
よ
う
な
印
象
に
取
ら
れ
か
ね

ま
せ
ん
。
例
え
ば
仕
事
上
で
も

年
齢
が
若
け
れ
ば
﹁
生
意
気
﹂

﹁
理
屈
っ
ぽ
い
﹂
と
思
わ
れ
か

ね
な
い
、
男
性
な
ら
頼
り
に
さ

れ
る
と
こ
ろ
、
女
性
な
ら
﹁
で

き
す
ぎ
て
扱
い
に
く
い
﹂
と
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
見
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
を
米
国
の

環
境
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
９
日
、
同
市
公
立
高
校

に
通
う
生
徒
に
対
し
、
学
年
度

末
の
プ
ロ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
、
卒

業
式
の
出
席
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

無
は
問
わ
な
い
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　

同
市
教
育
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｅ
︶
は

当
初
、
同
パ
ー
テ
ィ
参
加
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
要
請
す
る
方
針

を
伝
え
て
い
た
が
、
未
接
種
で

も
登
校
が
許
可
さ
れ
る
の
な

ら
、
同
方
針
は
プ
ロ
ム
に
も
適

応
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
批

判
の
声
が
同
市
当
局
者
や
学
生

た
ち
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
４
月
の
休
暇
前
に
は
約

２
１
０
０
人
だ
っ
た
同
市
公
立

校
の
陽
性
者
数
は
、
休
暇
の

１
週
間
後
に
は
約
３
２
０
０

人
、
今
月
の
第
1
週
目
に
は

４
６
０
０
人
と
増
加
し
続
け
て

い
る
。
同
市
当
局
は
、
現
在
の

増
加
傾
向
を
リ
ス
ク
評
価
﹁
ミ

デ
ィ
ア
ム
﹂
と
し
て
い
る
。
ア

シ
ュ
イ
ン
・
ワ
サ
ン
同
市
衛
生

局
長
は
、
ワ
ク
チ
ン
は
﹁
い
ま

だ
命
を
救
う
道
具
で
あ
る
﹂
と

し
、
屋
内
で
の
プ
ロ
ム
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
る
一
方
﹁
ト
ゥ

ギ
ャ
ザ
ー
ネ
ス
︵
連
帯
感
︶
や

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
︵
祝
う
こ

と
︶
も
健
康
、
特
に
若
者
の
人

生
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
﹂
と

加
え
て
い
る
。 

　

Ｄ
Ｏ
Ｅ
に
よ
る
と
、
４
月
１

日
時
点
で
同
市
の
学
生
の
う

ち
、
１
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
済

み
は
61
％
、
２
回
は
55
％
と
な

っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
学
校
職

員
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

卒業プロム出席

ワクチン接種必要なし
NY 市公立高校の生徒

mailto:miyuki3533@gmail.com
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http://www.shoenrealty.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nykoshin.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.startsnewyork.com
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社会や世界への貢献のためさまざまな活動して

います。

■日本人墓地清掃のボランティアを募集

　NY日系ライオンズクラブでは、毎年5月の

メモリアルデーに行われる日本人墓地（ク

イーンズ、マウント・オリベデット墓地内）

での墓参会に際し墓地の清掃を行っており、

メモリアルデー前日の日本人墓地清掃のボラ

ンティアを募集している。

　墓参会は、毎年メモリアルデーにニュー

ヨーク日系人会、ニューヨーク仏教会、日米

合同教会が共催。1912年に設けられた日本

人墓地には、多くのニューヨーク日本人社会

の先人達が眠っており、同行事は100年以上

続いている。

  【日時】 5月29日（日）

  9:00am エントランス集合

  清掃: 9:30am~
 5月30日（月）

 メモリアルデー・墓参会: 11:00am~
 【場所】 日本人墓地　Mt. Olivet Cemetery

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
は
日
本
の

食
や
伝
統
工
芸
品
、
ア
ー
ト
か

ら
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ま

で
、
日
本
文
化
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
２
０
１
１
年
に
ス
タ

ー
ト
。
現
在
は
年
間
10
万
人
を

集
め
る
世
界
最
大
の
日
本
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
に
成
長
し
た
。

　

そ
の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
デ

ザ
ー
ト
特
集
フ
ェ
ス
が
今
月
22

日
︵
日
︶
に
ア
ッ
パ
ー
ウ
ェ
ス

ト
サ
イ
ド
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

73
丁
目
と
74
丁
目
︶
で
開
催
さ

れ
る
。
抹
茶
ア
イ
ス
、
餅
、
だ

ん
ご
、
今
川
焼
き
、
か
き
氷
な

ど
和
の
ス
イ
ー
ツ
の
ほ
か
焼
き

そ
ば
や
た
こ
焼
き
、
唐
揚
げ
な

ど
の
屋
台
が
勢
揃
い
。
開
催
時

間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。

www.japanfes.com/new-blog/2022/may-new-york-japan-fes-manhattan

　

５
月
は
﹁
ア
ジ
ア
・
環
太
平

洋
諸
島
系
米
国
人
と
ハ
ワ
イ
原

住
民
の
文
化
遺
産
継
承
月
間
﹂

と
し
て
、
ア
ジ
ア
人
に
焦
点
を

当
て
た
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。そ
の
一
環
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー
ゲ

ン
郡
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
功
績
を
あ
げ
た
ア
ジ
ア
・
環

太
平
洋
系
米
国
人
を
表
彰
す
る

式
典
が
10
日
同
郡
庁
舎
ビ
ル
で

行
わ
れ
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
約

50
年
事
業
を
続
け
て
い
る
実
業

家
で
、
日
系
米
国
人
の
地
位
向

上
に
向
け
尽
力
す
る
人
権
活
動

家
で
も
あ
る
古
本
武
司
さ
ん

︵
77
︶
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

古
本
さ
ん
が
受
賞
し
た
の
は

﹁
最
も
人
権
活
動
に
貢
献
し
た

人
物
賞
﹂。
古
本
さ
ん
は
、
日

系
米
国
人
の
人
権
回
復
や
移
民

へ
の
人
種
差
別
に
対
抗
す
る
記

念
日
で
あ
る
﹁
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
・
デ
ー
﹂
を
Ｎ
Ｊ
州
で

認
定
さ
せ
る
た
め
奔
走
し
た

り
、
学
校
や
役
所
で
平
和
教
育

を
行
う
講
演
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
。
式
典
で
は
、
健
康
方
面
で

貢
献
し
た
人
物
や
、
教
育
方
面

で
貢
献
し
た
人
ら
、
ほ
か
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
受
賞
し
た
５
人
と

共
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
テ
デ
ス

コ
郡
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ

た
。
ま
た
当
日
は
、
地
元
で
活

動
す
る
太
鼓
グ
ル
ー
プ
﹁
美
和

鼓
︵
び
わ
ん
こ
︶﹂
ら
が
演
奏

で
式
典
に
花
を
添
え
た
。

古
本
さ
ん
表
彰

Ｎ
Ｊ
州
バ
ー
ゲ
ン
郡

JAPAN FES 22 日はデザート祭り
アッパーウエストサイド

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
第
1
回
ア
ジ
ア
ン
・
ア

メ
リ
カ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

パ
レ
ー
ド
を
5
月
15
日
に
開
催

し
た
。
こ
の
新
パ
レ
ー
ド
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行

以
来
、
人
種
に
基
づ
く
暴
力
が

増
加
す
る
中
で
、
ア
ジ
ア
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
焦
点
を
当
て
る

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
ア
ダ
ム
ス
市

長
は
﹁
憎
悪
犯
罪
の
急
増
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
を
支
援
し
、
地
位

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
﹂

と
語
っ
た
。

　

N
Y
P
D
に
よ
る
と
、
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
は
、
昨
年
第

1
四
半
期
の
38
件
に
比
べ
今
年

の
同
時
期
は
17
件
に
減
少
し
て

い
る
。 

し
か
し
こ
れ
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ

カ
人
が
暴
力
の
標
的
と
な
り
、

前
年
の
28
件
か
ら
1
3
1
件
に

増
加
し
た
背
景
が
あ
っ
て
の
減

少
で
あ
る
。

　

昨
年
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
に
対
す
る
憎
悪
犯
罪
が
急
増

し
た
た
め
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ

カ
人
に
お
け
る
ア
ダ
ム
ズ
市
長

へ
の
支
持
は
失
速
し
た
。
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
で
は
2
つ
の
シ
ェ

ル
タ
ー
計
画
が
進
ん
で
い
た

が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
よ
る
数
件

の
襲
撃
事
件
を
き
っ
か
け
に
地

域
社
会
の
激
し
い
抗
議
を
受

け
、
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
シ
ェ
ル

タ
ー
計
画
を
撤
回
し
た
。

ア
ジ
ア
月
間

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

撲
滅
訴
え
る

　

本
年
夏
に
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録

し
、
在
外
選
挙
人
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
海
外
か
ら
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
海
外
か
ら
の

投
票
方
法
と
し
て
は
、﹁
在
外

公
館
投
票
﹂
と
﹁
郵
便
等
投
票
﹂

の
２
方
法
が
あ
る
。﹁
郵
便
等

投
票
﹂
は
在
外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
た
人
が
、
海
外
か
ら
登

録
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
に
対
し
、
直
接
、
投
票
用

紙
等
を
請
求
し
、
投
票
用
紙
等

の
交
付
を
受
け
、
記
載
済
み
の

投
票
用
紙
を
登
録
先
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
送
す

る
投
票
方
法
で
、
手
続
に
は
一

定
の
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た

め
﹁
郵
便
等
投
票
﹂
を
利
用
す

る
場
合
は
、
選
挙
の
公
示
日
を

待
つ
こ
と
な
く
早
め
に
登
録
先

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
等
を
請
求
す
る
こ

と
。
不
明
な
点
は
登
録
先
の
市

区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
直

接
問
い
合
わ
せ
る
。

　

﹁
郵
便
等
投
票
﹂
の
た
め
に

投
票
用
紙
等
の
交
付
を
受
け
た

後
で
も
、﹁
郵
便
等
投
票
﹂
か

ら
﹁
在
外
公
館
投
票
﹂
に
投
票

方
法
を
切
り
替
え
る
こ
と
は
可

能
。
た
だ
し
、﹁
郵
便
等
投
票
﹂

の
た
め
に
投
票
用
紙
等
を
登
録

先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
に
請
求
す
る
際
、
投
票
用
紙

等
請
求
書
と
共
に
在
外
選
挙
人

証
を
送
付
す
る
必
要
が
あ
り
、

在
外
選
挙
人
証
が
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
返
送
さ
れ
る
ま
で
、

﹁
在
外
公
館
投
票
﹂
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

な
お
一
時
帰
国
な
ど
で
、
日

本
国
内
に
住
所
を
定
め
た
年
月

日
と
し
て
戸
籍
の
附
票
に
記
載

さ
れ
た
日
か
ら
４
か
月
が
経
過

し
た
場
合
な
ど
、
在
外
選
挙
人

名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
と
在
外

投
票
は
で
き
な
い
。
在
外
選
挙

人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
た
場
合

は
、
在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
申

請
を
再
度
行
う
必
要
が
あ
る
。

在
外
選
挙
の
投
票
準
備
を

今
年
夏
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
西
部
の

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
14
日
、
男
が
銃
を

乱
射
、
13
人
が
撃
た
れ
10
人
が

死
亡
し
た
。
駆
け
つ
け
た
警
察

が
18
歳
の
白
人
の
男
を
拘
束

し
、
同
日
夜
に
殺
人
罪
で
訴
追

さ
れ
た
。

　

事
件
が
起
き
た
場
所
は
黒
人

が
多
く
住
む
地
域
で
、
撃
た
れ

た
13
人
の
う
ち
11
人
が
黒
人
、

２
人
が
白
人
だ
っ
た
。
自
分
は

フ
ァ
シ
ス
ト
で
白
人
至
上
主
義

者
だ
と
書
い
た
文
章
が
ネ
ッ
ト

上
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
憎
悪

犯
罪
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
ペ
イ
ト

ン
・
ジ
ェ
ン
ド
ロ
ン
容
疑
者

︵
18
︶
で
、
14
日
午
後
２
時
半

ご
ろ
、
軍
服
姿
で
ト
ッ
プ
ス
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
前
に
あ
る
駐
車
場
に
青
い
フ

ォ
ー
ド
の
セ
ダ
ン
で
現
れ
、
車

か
ら
出
る
と
銃
を
乱
射
し
始
め

た
。
４
人
を
撃
っ
た
後
、
店
内

に
入
っ
た
。
入
口
で
元
警
官
の

警
備
員
が
銃
で
応
戦
し
、
一
発

が
命
中
し
た
が
、
防
護
服
︵
防

弾
チ
ョ
ッ
キ
︶
を
身
に
つ
け
て

い
た
た
め
大
き
な
負
傷
は
せ

ず
、
逆
に
警
備
員
が
撃
た
れ
死

亡
し
た
。
そ
の
後
も
乱
射
を
続

け
、
警
察
が
駆
け
付
け
る
と
自

殺
す
る
し
ぐ
さ
を
見
せ
た
も
の

の
、
説
得
に
応
じ
て
投
降
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ド
ロ
ン
容
疑
者
は
自

宅
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
部

の
町
コ
ン
ク
リ
ン
か
ら
車
で
約

３
２
０
キ
ロ
移
動
し
て
犯
行
に

及
ん
だ
。
前
日
に
下
見
を
し
て

い
た
。
ま
た
犯
行
時
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
カ
メ
ラ
を
装
着
し
、

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の

T
w

itch

で
動
画
配
信
し
て
い

た
。T

w
itch

の
運
営
ス
タ
ッ

フ
が
停
止
す
る
ま
で
の
約
２
分

間
、
乱
射
の
様
子
は
全
世
界
に

配
信
さ
れ
た
。

　

警
察
に
よ
れ
ば
、
高
校
生
だ

っ
た
ジ
ェ
ン
ド
ロ
ン
容
疑
者
は

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
で
見
つ

け
た
人
種
差
別
者
の
書
き
込
み

に
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ

る
。
人
を
殺
害
し
た
い
と
い
う

願
望
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
た
め
、
昨
年
６
月
に
州

警
察
が
入
院
さ
せ
た
が
、
精
神

鑑
定
後
、
１
日
半
で
退
院
し
た

と
い
う
。

　

ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
サ
イ
ト
８

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
投
稿
さ
れ
た
容

疑
者
の
１
８
０
ペ
ー
ジ
に
も
お

よ
ぶ
文
章
の
な
か
で
、
自
分
は

フ
ァ
シ
ス
ト
、
白
人
至
上
主
義

者
、
人
種
差
別
主
義
者
、
お
よ

び
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
モ
ス
ク
で
51

人
を
殺
害
し
た
ブ
レ
ン
ト
ン
・

タ
ラ
ン
ト
、
２
０
１
５
年
に
サ

ウ
ス
カ
ロ
ナ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー
ル

ス
ト
ン
の
教
会
で
９
人
を
殺
害

し
た
デ
ィ
ラ
ン
・
ル
ー
フ
な
ど

に
感
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
事
件
と
酷
似
し
た
銃

撃
計
画
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お

り
、
ト
ッ
プ
ス
を
選
ん
だ
の
は

自
宅
か
ら
車
で
行
け
る
範
囲
で

黒
人
居
住
者
の
割
合
が
も
っ
と

も
高
い
地
域
で
あ
る
か
ら
で
、

で
き
る
限
り
多
く
の
黒
人
を
殺

害
す
る
こ
と
が
目
的
だ
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
の
調
べ
で
、
ト

ッ
プ
ス
を
襲
撃
し
た
後
も
移
動

し
て
別
の
店
で
殺
害
を
続
け
る

予
定
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

　

犯
行
時
に
使
わ
れ
た
の
は
攻

撃
用
ラ
イ
フ
ル
﹁
Ａ
Ｒ-

15
﹂

で
、
車
に
は
別
の
ラ
イ
フ
ル

銃
と
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
︵
散
弾

銃
︶
が
あ
っ
た
。
ま
た
車
に
は

﹁W
hite Lives M

atter

︵
白

人
の
命
は
大
切
︶﹂
と
書
か
れ

て
い
た
。
ジ
ェ
ン
ド
ロ
ン
容
疑

者
は
自
宅
近
く
の
銃
器
店
で
Ａ

Ｒ-
15
を
購
入
し
た
と
述
べ
て

い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
司
法

省
が
憎
悪
犯
罪
︵
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
︶
と
し
て
捜
査
し
て
い
る

と
指
摘
し
、
人
種
差
別
的
な
過

激
思
想
を
強
く
非
難
し
た
。

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
の
球
場
シ
テ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
13
日
夕
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
、
森
美
樹
夫
大
使
に
よ
る
試
合
前
の
始
球
式
が
、
球
団
側
の
不
手

際
で
マ
ウ
ン
ド
で
の
投
球
直
前
に
実
施
さ
れ
な
い
と
い
う
前
代
未
聞
の
パ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ

っ
た
。
こ
の
日
は
、
翌
日
に
控
え
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド

の
前
宣
伝
の
前
夜
祭
と
し
て
球
場
で
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ナ
イ
ト
﹂
が
開
催
さ
れ
、
観
客
入
場
と

な
っ
た
午
後
５
時
10
分
か
ら
日
の
丸
の
入
っ
た
特
製
野
球
帽
が
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
１
５
０
０

人
に
ス
タ
ン
ド
で
配
布
さ
れ
る
な
ど
盛
り
上
が
り
ム
ー
ド
は
満
点
。
多
く
の
日
本
人
が
ジ
ャ

パ
ン
・
ナ
イ
ト
の
式
典
と
始
球
式
を
楽
し
み
に
球
場
に
詰
め
か
け
て
い
た
。

メ
ッ
ツ
球
団
が
大
失
態

森
大
使
の
始
球
式
や
ら
ず

　

４
万
人
が
入
っ
た
球
場
で
試

合
前
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
メ

ッ
ツ
に
在
籍
し
た
新
庄
日
本
ハ

ム
監
督
と
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
元
選

手
だ
っ
た
松
井
秀
喜
さ
ん
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
元
ロ
ッ
テ
監
督
が

ア
ッ
プ
で
映
し
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
を

観
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
録
画
の
動
画

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
並
ん
だ
森
大
使
、
佐

藤
貢
司
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
会
長
、
ス
キ
・
ポ
ー
ツ
日
系

人
会
理
事
、
パ
レ
ー
ド
マ
ー
シ

ャ
ル
で
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン

ク
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
上
田
淳
住

友
信
託
銀
行
Ｎ
Ｙ
支
店
長
、
パ

レ
ー
ド
に
参
加
す
る
セ
ー
ラ
ー

ム
ー
ン
や
落
語
家
の
桂
三
輝
が

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
映

し
出
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
た
。
観

客
席
に
は
ス
ー
ザ
ン
大
沼
、
ゲ

リ
ー
森
脇
両
元
日
系
人
会
会

長
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
オ
ー
カ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
理
事
長
ら
日
系
団
体
関
係
者

や
日
本
企
業
関
係
者
ら
大
勢
が

ス
タ
ン
ド
で
見
守
っ
て
い
た
。

　

始
球
式
は
、
午
後
７
時
プ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
な
る
対
マ
リ
ナ
ー

ズ
戦
を
前
に
午
後
６
時
50
分
か

ら
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
が
、
メ

ッ
ツ
の
選
手
た
ち
が
球
場
に
入

っ
て
く
る
の
が
遅
れ
た
。
こ
の

間
、
森
大
使
は
投
球
フ
ォ
ー
ム

を
時
折
し
な
が
ら
１
塁
側
で
球

場
職
員
と
待
機
。
そ
し
て
７
時

を
過
ぎ
て
急
に
雨
が
降
り
出
し

た
。
か
な
り
の
強
い
土
砂
降
り

に
、
塁
審
が
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
前

に
集
ま
り
協
議
を
始
め
た
。
こ

の
間
も
雨
は
降
り
続
け
た
が
、

メ
ッ
ツ
の
選
手
た
ち
が
一
斉
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
き
て
、
ピ

ッ
チ
ャ
ー
が
投
球
練
習
を
始
め

た
。
審
判
が
解
散
し
て
試
合
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、

球
団
関
係
者
の
合
図
で
森
大
使

は
マ
ウ
ン
ド
へ
。
場
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
森
大
使
の
名
前
が
大
き

く
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
と
森
大

使
も
観
客
席
に
手
を
振
っ
て
声

援
に
応
え
た
。
し
か
し
メ
ッ
ツ

の
投
手
は
大
使
に
は
目
も
く
れ

ず
に
投
球
練
習
を
続
け
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
外
か
ら
は
投
手
が

投
球
の
手
本
を
森
大
使
に
示
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な

か
っ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
か

と
い
う
時
に
、
球
場
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
大
声
で
﹁
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
出
て
！
﹂
と
叫
ぶ
声
が
大

使
に
相
次
い
で
発
せ
ら
れ
、
式

典
参
列
者
た
ち
も
、
ス
タ
ッ
フ

た
ち
か
ら
追
い
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
出
さ
れ

始
め
た
。
大
使
も
異
変
に
気
づ

き
、
鳩
が
豆
鉄
砲
を
喰
ら
っ
た

よ
う
に
マ
ウ
ン
ド
か
ら
走
っ
て

降
り
て
き
て
﹁
一
体
何
が
？ 

ど
う
し
て
？
﹂
と
問
う
間
も
な

く
、
有
無
を
言
わ
せ
ず
ス
タ
ン

ド
の
階
段
か
ら
球
場
内
部
の
建

物
に
出
さ
れ
た
。

　

総
領
事
館
の
担
当
領
事
が
球

団
職
員
に
﹁
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
﹂
と
詰
め
寄
る
と
﹁
メ
ッ

ツ
の
選
手
が
遅
れ
て
、
テ
レ
ビ

放
映
時
刻
の
午
後
７
時
10
分
に

な
っ
た
の
で
、
選
手
以
外
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
出
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
﹂
と
説
明
し
た
。

﹁
選
手
た
ち
は
今
日
、
試
合
前

に
始
球
式
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
か
﹂と
の
質
問
に﹁
選

手
た
ち
は
自
分
の
試
合
の
こ
と

で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
知
ら
な

い
﹂
と
答
え
た
。
試
合
前
に
一

瞬
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
に
降
っ
た

雨
が
予
定
外
の
審
判
の
協
議
で

始
球
式
用
の
時
間
に
食
い
こ
ん

で
し
ま
っ
た
の
も
禍
い
し
た
。

　

﹁
で
も
始
球
式
は
一
瞬
の
こ

と
。
５
秒
も
あ
れ
ば
で
き
る
こ

と
。
30
分
以
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

待
た
せ
て
い
る
時
間
が
あ
っ
た

の
に
な
ぜ
早
く
や
ら
な
か
っ
た

の
か
﹂
と
疑
問
の
声
が
報
道
関

係
者
か
ら
も
上
が
っ
た
。
日
系

団
体
関
係
者
か
ら
は
﹁
始
球
式

を
す
る
契
約
の
た
め
に
、
少
な

か
ら
ぬ
お
金
を
払
っ
て
い
る
。

一
体
ど
う
す
る
つ
も
り
か
﹂
と

憤
り
の
声
も
出
た
。
現
場
で
総

領
事
館
と
の
対
応
窓
口
と
な
っ

て
い
た
球
団
側
ア
ジ
ア
販
売
担

当
の
ヤ
ン
グ
・
チ
ョ
イ
さ
ん
は
、

球
団
内
で
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
そ
の

場
で
認
め
た
。

　

翌
日
、
メ
ッ
ツ
側
か
ら
正
式

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
に
﹁
私
た
ち
は
今
夜
の
始
球

式
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
プ
ロ
セ
ス

を
混
乱
さ
せ
る
い
く
つ
か
の
内

部
的
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
行
き
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
現

在
、
将
来
の
試
合
で
大
使
が
セ

レ
モ
ニ
ア
ル
ピ
ッ
チ
を
投
げ
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
﹂
と

の
謝
罪
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

関
係
者
か
ら
は
﹁
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
宣
伝
の
た
め
の
ジ
ャ

パ
ン
・
ナ
イ
ト
だ
っ
た
の
で
、

関
係
な
い
時
に
大
使
が
出
て
行

っ
て
始
球
式
を
し
て
も
意
味
が

な
い
。
来
年
か
次
回
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ナ
イ
ト
に
向
け
た
ク
レ
ジ

ッ
ト
と
し
て
将
来
必
要
な
時
に

使
わ
せ
て
も
ら
う
の
が
得
策
な

の
で
は
﹂と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

森
大
使
は
﹁
硬
球
を
握
る
の

は
実
は
初
め
て
で
、
練
習
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
球
が
外
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
マ
ウ
ン
ド
で
投

げ
て
大
暴
投
す
る
心
配
が
な
く

な
っ
て
正
直
ホ
ッ
と
し
て
い

る
。
次
回
と
い
っ
て
も
、
も
う

練
習
す
る
の
は
い
い
か
な
﹂
と

コ
メ
ン
ト
し
﹁
こ
の
こ
と
が
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
影
響
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
た
﹂と
翌
日
、

パ
レ
ー
ド
会
場
で
語
っ
た
。

　
　
　

︵
デ
ジ
タ
ル
版
に
動
画
︶

メッツ側からの

謝罪のメール

  "We had some internal 
circumstances that disrupt-
ed the timing and process 
for tonight's first pitch. We 
apologize for the miscom-
munication and are cur-
rently working to have the 
ambassador back out to a 
future game to throw a cere-
monial pitch."　（原文まま）

大使を横に投球練習するメッツの投手　（13 日午後７時９分、シティフィールドで、写真・三浦良一）

 試合前のジャパン・ナイト式典で観客に巨大スクリーンで紹介され笑顔だったが・・・

http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
https://youtu.be/HeMp9HJcBtM
https://youtu.be/HeMp9HJcBtM
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歴

史

を

辿

る

と
、

こ

の

E
quity

と
い
う
言
葉
は
中
世

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
時
代
に
生
ま

れ
て
き
た
も
の
で
、
当
時
す
で

に
裁
判
制
度
も
確
立
さ
れ
て
い

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
訴
え

ら
れ
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
る

と
、
そ
こ
で
弁
済
や
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
そ
の
償
い
が
金
銭
面
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
単
に
金
銭
面
だ
け
に
よ

る
救
済
を
す
る
の
で
は
な
く
、

E
quity

と
呼
ば
れ
る
金
銭
面

以
外
で
の
救
済
手
段
も
追
求
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
今
ま
で
認
め
ら
れ
て
い

た
権
利
を
放
棄
さ
せ
る
、
業
務

停
止
や
発
売
禁
止
命
令
に
処
す

る
な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と

で
、
金
銭
に
よ
る
賠
償
以
上
の

救
済
手
段
を
編
み
出
し
た
わ
け

で
す
。

　

現
代
に
お
い
て
も
特
に
イ
ギ

リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

し
た
英
語
圏
の
国
々
で
は
こ

のE
quity

の
概
念
は
社
会
の

隅
々
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
て
、
日
本
と
は
か
な
り
異
な

る
独
自
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。
国
民
の
均
一
性
が
高

い
社
会
を
形
成
す
る
日
本
で

は
、
戦
後
と
り
わ
け
平
等
性
が

 

日
系
企
業
で
も
最
近
で
は

D
E

I

の

中

のD
iversity

と

Inclusion

、D
&

I

に
つ
い
て

は
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、D

E
I

のE

で
あ

り
ま
すE

quity

に
関
し
ま
し

て
は
、
多
く
の
日
本
人
の
方

はE
quality

︵
平
等
性
︶
と

混
同
し
て
い
る
よ
う
に
お
み
う

け
い
た
し
ま
す
。E

quity

は

E
quality

と
は
似
て
非
な
る

概
念
で
、
平
等
性
に
関
し
て
は

日
本
人
の
方
々
は
一
般
的
に
高

い
認
識
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
す
が
、E

quity

に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
認
知
度

レ
ベ
ル
も
こ
こ
ろ
も
と
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

強
調
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
で
す
か
ら
国
民
は

E
quality

の
概
念
に
は
馴
れ

親
し
ん
で
き
て
い
る
の
に
対
し

て
、E

quity

は
ま
だ
ま
だ
縁

遠
い
概
念
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
語
に
は
﹁
下
駄
を
履
か

せ
る
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま

す
が
、E

quity

は
そ
れ
に
近

い
意
味
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
日
本
企
業
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
も
よ
く
あ
る
掛
け
声

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
女
性
の
管

理
職
比
率
を
2
０
３
０
年
ま
で

に
30
％
ま
で
引
き
上
げ
る
30
％

ク
ラ
ブ
と
い
う
目
標
達
成
の
指

標
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
す
で
に
女
性
の
管
理
職
比
率

は
平
均
で
45
％
前
後
ま
で
到
達

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
多
く
の
大
企
業
で
は
そ
の
比

率
は
よ
う
や
く
10
％
台
に
達
し

た
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
有

様
で
、
世
界
中
で
も
下
位
か
ら

数
え
た
ほ
う
が
は
る
か
に
早
い

と
い
う
の
は
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
。

　

日
本
企
業
で
は
、
恐
ら
く
こ

の
ま
ま
の
状
況
を
続
け
て
い
れ

ば
、
30
％
は
2
０
３
０
年
を
待

っ
て
し
て
も
絵
に
描
い
た
餅
で

終
わ
る
の
が
関
の
山
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
は
ア
メ
リ
カ

は
じ
め
西
欧
諸
国
で
は
ど
う
や

っ
て
女
性
の
高
い
管
理
職
比
率

を
達
成
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
次
号
で
解
説
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
企
業
に
勤

め
る
従
業
員
の
う
ち
、
週
５
日

出
勤
を
再
開
し
た
の
は
８
％

で
、
約
62
％
は
い
ま
だ
在
宅
勤

務
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
、

大
手
企
業
の
雇
用
者
た
ち
か
ら

成
る
非
営
利
団
体
パ
ー
ト
ナ
ー

た
。
同
団
体
は
、
２
０
２
１
年

３
月
と
10
月
末
に
同
様
の
調
査

を
行
い
、
そ
の
た
び
に
半
年
以

内
に
会
社
員
の
ほ
ぼ
半
数
が
会

社
出
勤
を
再
開
す
る
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
た
。
し
か
し
相
次

ぐ
変
異
株
の
拡
大
で
、
在
宅
勤

務
が
さ
ら
に
日
常
化
し
た
。
同

団
体
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ワ
イ
ル

ド
代
表
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
普
及
傾
向
を
﹁
慣
性
﹂
と
し

﹁
ひ
と
つ
の
こ
と
を
長
く
続
け

れ
ば
続
け
る
ほ
ど
、
生
活
を
変

え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。 

　

一
方
、
雇
用
主
側
の
意
見
と

し
て
は
約
78
％
が
、
従
業
員
の

在
宅
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

勤
務
を
望
ん
で
い
る
。
在
宅
勤

務
希
望
の
理
由
と
し
て
は
﹁
慣

性
﹂
の
ほ
か
に
都
市
部
の
犯
罪

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
懸
念
が
あ

り
、
雇
用
主
の
３
分
の
２
は
、

公
衆
安
全
や
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題

の
改
善
が
出
勤
回
復
を
促
す
だ

ろ
う
と
答
え
て
い
る
。
通
勤
者

数
の
低
迷
は
都
市
交
通
局
︵
Ｍ

Ｔ
Ａ
︶
の
経
営
に
も
打
撃
を
与

え
て
い
る
。
公
共
交
通
機
関
の

乗
車
率
は
現
在
、
２
０
１
９
年

比
の
40
％
減
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
の
状
況
に
戻
ら
な
け
れ

ば
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
赤
字

は
５
億
ド
ル
に
達
す
る
だ
ろ
う

と
同
局
は
推
定
し
て
い
る
。

シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
が

９
日
に
公
表
し
た
調
査
結
果
で

わ
か
っ
た
。 

　

４
月
末
の
平
日
に
行
わ
れ
た

同
調
査
で
は
、
完
全
に
平
日
出

社
を
再
開
し
た
と
回
答
し
た
の

は
12
人
中
１
人
に
過
ぎ
な
か
っ

　

現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会

に
﹁T
he W

age L
ien B

ill 
S2762 

﹂
と
い
う
法
案
が
上

程
・
審
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

法
案
は
﹁
倒
産
等
の
不
測
の
事

態
で
想
定
さ
れ
る
未
払
い
給
与

に
対
し
て
、
従
業
員
が
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
者
、
事
業
者
の
み
な

ら
ず
店
舗
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
財

産
差
し
押
さ
え
が
可
能
﹂
と
す

る
法
案
。

　

仮
に
本
法
案
が
可
決
・
制
定

さ
れ
る
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
事
業

環
境
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る

為
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
協
会
︵
八
木
秀
峰

理
事
長
︶
で
はN

ew
 Y

ork 
H

o
sp

itality
 A

llian
ce

︵N
Y

H
A

︶
と
連
携
・
協
力
し

て
同
法
案
の
阻
止
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
で
き
る
だ
け
沢
山
の

レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
の
協
力
を

集
め
、
本
法
案
に
反
対
す
る
陳

情
をB

rad H
oylm

an

上
院

議
員
に
送
付
す
る
。
同
法
案
反

対
運
動
に
参
加
す
る
人
は
下

記
リ
ン
ク
の
第
一
項
目
﹁︵1) 

O
ppose T

he W
age L

ien 

B
ill

﹂
を
ク
リ

ッ
ク
、
氏
名
と

住
所
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
等
必

要
事
項
を
入
力

す
る
と
、
提
携

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
メ
ー
ル
が
上

記
上
院
議
員
宛

に
発
信
さ
れ
る

︵
そ
れ
以
外
の

ア
ク
シ
ョ
ン
は

不
要
︶。

Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会

従
業
員
の
訴
え
に
反
対
陳
情

https://oneclickpolitics.global.ssl.fastly.
net/messages/edit?promo_id=16758

　

経
済
産
業
省
と
ジ
ェ
ト
ロ
は

共
催
で
６
月
２
日
︵
木
︶
午
後

８
時
か
ら
午
後
10
時
︵
米
東
部

時
間
︶
ま
で
﹁
デ
ジ
タ
ル
実
装

に
よ
る
都
市
課
題
の
解
決
〜
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

て
〜
﹂
と
題
す
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
視
聴
対
象
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
分
野
で
、
日
米

企
業
間
の
協
業
・
連
携
、
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
人
。

　

同
省
と
ジ
ェ
ト
ロ
は
、
昨

年
、
日
本
企
業
と
海
外
企
業
に

よ
る
協
業
・
連
携
を
支
援
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
︵J-B

ridge

︶﹂

を
立
ち
上
げ
、
米
国
に
お
い
て

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
分

野
に
お
け
る
日
米
企
業
の
協
業

支
援
を
実
施
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
受
け
、
昨
年
11
月
に
萩
生
田

経
済
産
業
大
臣
と
レ
モ
ン
ド
米

国
商
務
省
長
官
と
の
間
で
立
ち

上
げ
た
﹁
日
米
商
務
・
産
業
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
︵JU

C
IP

︶﹂

に

お

い

て
、J-B

ridge

は
、

2
国
間
の
投
資
促
進
の
た
め
共

同
し
て
取
り
組
む
施
策
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
る
。
米
国
で

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た

め
、﹁
デ
ジ
タ
ル
分
野
﹂
支
援

も
本
年
4
月
か
ら
開
始
し
た
。 

　

本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
高
齢

化
、
防
災
、
気
候
変
動
と
い
っ

た
日
米
の
共
通
の
課
題
解
決
に

も
資
す
る
﹁
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
﹂
分
野
に
お
い
て
先
進
的
な

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
つ
企
業
に

焦
点
を
当
て
て
解
説
。
池
野
昌

宏
米
国
Ｎ
Ｅ
Ｃ
社
長
ら
モ
デ
レ

ー
タ
ー
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
う
。
申
し
込
み
締

め
切
り
は
６
月
２
日
。
定
員

１
０
０
０
人
。
参
加
無
料
。

https://w
w

w
.jetro.go.jp/

u
sa/topics/j-bridge-u

s-
2n

d-even
t-sm

art-cities.
htm

l ト
ヨ
タ
に
集
団
訴
訟

病
欠
巡
り
社
員
か
ら

　

米
国
ト
ヨ
タ
︵
本
社
テ
キ
サ

ス
州
︶
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の

工
場
の
従
業
員
が
４
日
、
同
社

を
相
手
に
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー

ブ
︵
病
欠
︶
に
関
す
る
集
団
訴

訟
を
起
こ
し
た
。
米
国
で
は
、

家
庭
医
療
休
暇
法
︵FM

LA

︶

で
12
か
月
の
う
ち
最
長
12
週
間

の
休
暇
が
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
原
告
側
は
、
同
社
は
実
働

時
間
を
考
慮
せ
ず
、
供
与
さ
れ

る
べ
き
休
暇
期
間
を
認
め
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。 

デ
ジ
タ
ル
産
業
を
支
援

経
産
省
と
ジ
ェ
ト
ロ
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

出社完全再開
わずか８％

マンハッタンの会社員

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://oneclickpolitics.global.ssl.fastly.net/messages/edit?promo_id=16758
https://www.jetro.go.jp/usa/topics/j-bridge-us-2nd-event-smart-cities.html
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
http://www.rostamilaw.com
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■
22
人
中
17
人
の
成
人
や
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
プ
ラ
粒
子
を
発
見

　

学
術
誌
﹁E

nvironm
ental 

International

﹂
に
よ
る
と
、

人
間
の
血
液
か
ら
初
め
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
粒
子
が
見
つ
か
っ

た
。
４
年
前
に
は
人
の
便
や
肺

か
ら
検
出
さ
れ
た
研
究
結
果
も

あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
粒
子
が

︻
人
体
の
血
液
か
ら
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
発
見
。

米
企
業
が
健
康
被
害
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
挑
戦
︼ 

体
内
の
入
る
と
何
が
起
こ
る
の

か
？
最
近
の
研
究
で
﹁
赤
血
球

の
外
膜
に
付
着
し
、
酸
素
を
運

搬
す
る
能
力
を
制
限
す
る
可
能

性
が
あ
る
﹂
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
生
態
毒
性
学
者

ベ
タ
ッ
ク
教
授
は
、
﹁
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
育
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は

一
日
に
何
百
万
個
も
マ
イ
ク
ロ

■ 

91
％
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
な
い
現
状

﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ
イ
ク

ル
﹂
と
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に

は
世
界
の
91
％
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
な

い
︵
２
０
２
０
年)
。
そ
の
う

ち
焼
却
は
12
％
、
残
り
79
％
は

途
上
国
の
埋
め
立
て
地
に
送
ら

境
の
負
の
連
鎖
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
こ
れ
を
﹁
環
境
的
人

権
差
別
経
済
﹂
と
も
い
う
。

■
米
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、

プ
ラ
投
棄
の
建
材
リ
サ
イ
ク
ル

に
挑
戦

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
と
い
う
固
定
観
念

を
打
ち
破
っ
て
い
る
の
が
米

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ス
タ
ー
ト

ク
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
ぎ
、

人
の
健
康
を
守
る
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
大
量
投
棄
さ
れ

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（31）

　

愛
着
障
害
の
診
断
は
5
歳
以

前
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
成
長
し

て
か
ら
も
心
地
よ
い
距
離
感
を

保
つ
関
係
を
築
け
ず
に
悩
む
方

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｇ
さ
ん
の
配
偶
者
は
精
神
疾

患
か
ら
過
度
に
依
存
的
で
し
た

が
治
療
の
た
め
の
入
院
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

手
続
き
を
終
え
帰
宅
し
た
途

端
に
﹁
異
常
な
不
安
﹂
に
襲
わ

れ
た
Ｇ
さ
ん
は
弟
妹
の
誕
生
の

前
後
、
あ
ま
り
交
流
が
な
か
っ

た
親
戚
に
預
け
ら
れ
、
幼
少
期

に
寂
し
さ
と
困
惑
の
数
ヶ
月
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
家
庭
で
の
虐
待
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
再
会
し
た
家

族
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
入
れ

替
わ
る
よ
う
に
父
親
が
単
身
赴

任
。
再
び
、
劇
的
な
変
化
に
戸

惑
う
日
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

以
来
、
友
人
関
係
の
難
し
さ

や
仕
事
へ
の
低
い
満
足
度
な
ど

か
ら
自
己
肯
定
感
を
持
て
ず
に

成
長
し
ま
し
た
。
配
偶
者
と
出

会
っ
た
時
、
や
っ
と
自
分
の
居

場
所
が
見
つ
か
っ
た
と
感
じ
た

そ
う
で
す
が
知
ら
ぬ
間
に
配
偶

者
の
依
存
に
支
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
言
う
守

ら
れ
た
環
境
の
中
で
心
理
的
な

退
行
を
試
み
、
50
代
の
Ｇ
さ
ん

は
幼
少
期
に
凍
結
し
て
し
ま
っ

た
愛
着
の
形
成
過
程
を
再
開
し

ま
し
た
。
適
切
な
距
離
感
を
保

っ
た
他
者
と
の
関
係
は
自
己
肯

定
感
や
生
活
へ
の
満
足
度
を
育

て
ま
す
。

　

幼
少
期
に
起
因
す
る
現
在
の

生
き
づ
ら
さ
か
ら
ご
自
身
を
解

放
す
る
過
程
に
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。︵
真
壁
弘
子
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
公
認
臨
床
心
理
療
法
士
、

LC
SW

, C
A

SA
C

保
持
︶

愛
着

る
プ
ラ
ゴ
ミ
を
再
利
用
す
る
成

功
事
例
と
な
れ
ば
、
持
続
可
能

な
社
会
環
境
の
再
生
へ
の
大
き

な
貢
献
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

12
事

例

集

／SDGs

×

次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
を
飲
み
込

ん
で
い
る
。
妊
婦
の
胎
盤
か
ら

も
発
見
さ
れ
た
。
胎
児
の
心
臓

や
臓
器
に
も
影
響
が
あ
る
﹂
と

述
べ
て
い
る
。

　

原
因
は
、
大
量
投
棄
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
魚
や
山
菜

に
蓄
積
さ
れ
、
人
間
の
食
物
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
カ
ッ
プ
や
フ
ェ
イ
ス

マ
ス
ク
の
使
用
も
影
響
す
る
。

プ
ラ
投
棄
量
は
２
０
４
０
年
ま

で
に
倍
増
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

ア
ッ
プ
企
業
︵B

yFusion

︶

だ
。
ス
チ
ー
ム
と
圧
縮
を
組
み

合
わ
せ
て
健
康
被
害
の
な
い

B
locker(

建
材
ブ
ロ
ッ
ク)

に

作
り
変
え
、
フ
ェ
ン
ス
や
テ
ラ

ス
、道
路
建
材
に
再
利
用
す
る
。

　

こ
の
活
動
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

れ
る
か
、
海
に
投
棄
さ
れ
て
い

る
。

※
途
上
国
で
の
埋
め
立
て
か
ら

住
民
の
健
康
被
害
も
多
発
し
環

 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
ロ
ッ
カ

ウ
ェ
イ
ビ
ー
チ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
か
ら
地
下
鉄
や
フ
ェ
リ
ー
で

行
け
る
ビ
ー
チ
と
し
て
人
気
だ

が
、
今
夏
は
一
部
が
閉
鎖
さ
れ

る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
海

岸
侵
食
が
ひ
ど
く
、
高
潮
に
よ

る
洪
水
に
も
対
処
す
る
た
め
米

陸
軍
工
兵
隊
が
海
岸
工
事
を
行

っ
て
い
る
た
め
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
公
園
局
は
12
日
、
６
ブ

ロ
ッ
ク
の
ビ
ー
チ
の
閉
鎖
と
、

12
ブ
ロ
ッ
ク
で
砂
浜
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
制
限
す
る
と
発
表
し

た
。

　

ビ
ー
チ
は
５
月
末
の
メ
モ
リ

ア
ル
デ
ー
︵
戦
没
者
追
悼
記
念

日
︶
週
末
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る

が
入
場
で
き
る
の
は
61
ブ
ロ
ッ

ク
の
み
と
な
る
。
７
月
15
日
ま

で
に
は
76
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で
開
放

す
る
予
定
だ
。
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
は
と
く
に
問
題
な
く
通
行
で

き
る
。

　

波
に
よ
る
侵
食
で
砂
浜
が
減

少
す
る
の
は
い
ま
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
地
元
民
は
何

十
年
に
も
わ
た
り
砂
浜
の
回
復

対
策
を
求
め
て
き
た
。
マ
リ
ベ

ル
・
ア
ラ
ウ
ホ
さ
ん
は
ビ
ー
チ

の
１
０
６
丁
目
に
売
店
﹁
カ
ラ

カ
ス
﹂
を
２
０
１
１
年
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
が
、
翌
12
年
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
ー
で
ボ

ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
が
壊
れ
る
な
ど

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の

後
も
砂
を
運
び
入

れ
る
た
め
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
が
一
部

閉
鎖
さ
れ
た
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
客
が

激
減
し
た
り
で
、

ア
ラ
ウ
ホ
さ
ん
は

﹁
毎
年
の
よ
う
に

問
題
が
あ
る
﹂
と

困
惑
顔
だ
。
沿
岸

工
事
は
２
０
２
４

年
ま
で
か
か
る
と

い
う
。

市
内
で
唯
一
、
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
る
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
ビ
ー
チ

サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
る
海
岸

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
ビ
ー
チ

今
年
の
夏
は
砂
浜
の
工
事
で
一
部
閉
鎖

C
ourtesy of G

oogle M
ap

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
tel:7182684956
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
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 BOOKS

  

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震

災

発

生

当

時
、

迅

速

な

初
動
で
被
害
者
の
捜
索
と
救

援
に
向
か
っ
た
海
上
自
衛
隊

１
万
６
０
０
０
人
を
総
指
揮
し

た
元
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地

方
総
監
・
高
嶋
博
視
氏
の
著

書
﹁
武
人
の
本
懐
﹂
︵
講
談
社

２
０
１
４
年
︶
は
、
日
本
で
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
獅
子
奮

迅
な
救
援
活
動
、
物
資
の
輸

送
、
米
軍
と
の
共
同
作
戦
、
そ

し
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

冷
却
の
た
め
の
﹁
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
ク
ア
﹂
な
ど
を
遂
行

し
、
８
９
６
人
の
人
命
救
助
と

４
２
５
柱
の
遺
体
収
容
を
実

現
。
二
次
災
害
を
出
さ
ず
に
多

く
の
任
務
を
果
た
し
た
リ
ー
ダ

ー
の
鮮
烈
な
記
録
で
あ
る
。

　

高
嶋
氏
は
﹁
地
球
が
存
在
す

る
限
り
、
人
類
は
災
害
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
界

史
に
類
を
見
な
い
未
曾
有
の
大

災
害
の
実
態
や
実
相
、
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
教
訓
を
、
日
本
国

内
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
共
有

し
て
ほ
し
い
﹂
と
訴
え
続
け
、

２
０
２
０
年
秋
に
英
語
版
制
作

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
始
動

し
た
。

　

﹁
最
も
て
こ
ず
っ
た
の
が
軍

事
用
語
で
し
た
。ま
ず
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
組
織
編
成
や
指
揮
系

統
、
海
上
自
衛
隊
や
海
軍
の
文

化
を
理
解
す
る
た
め
に
、
高
嶋

氏
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
ま
し
た
﹂
と
翻
訳
チ
ー
ム
は

苦
労
を
語
る
。﹁
日
本
語
に
は

﹁
行
間
を
読
む
﹂
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
拙
著
に
も
多
分
に
そ

の
よ
う
な
文
面
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
一
行
の
文
章
の
背
景
に

あ
る
も
の
、
私
の
胸
中
に
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
英
語
で
綴
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
翻
訳
者
は

大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
﹂
と
高
嶋
氏
も
振
り
返

る
。

　

高
嶋
氏
の
想
い
は
多
く
の

支
持
者
た
ち
の
協
力
を

得
て
、
２
０
２
２
年

３
月

11
日
に
英
語
版

﹃T
H

E
 H

E
A

R
T

 O
F 

A
 SA

ILO
R

﹄
が
完
成

し
た
。
ト
ッ
プ
と
し
て

決
断
し
て
い
く
そ
の
裏

に
は
、
た
く
さ
ん
の
苦

悩
や
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

し
は
か
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が

英
語
の
文
章
の
な
か
に
見
事
に

溶
け
込
ん
で
い
る
翻
訳
の
技
量

は
秀
逸
で
あ
る
。

　

﹁
歴
史
に
学
ぶ
﹂
を
信
条
と

し
﹁
歴
史
を
通
じ
て
平
和
の
在

り
方
を
模
索
す
る
﹂
と
い
う
高

嶋
氏
は
、
現
在
﹁
危
機
に
強
い

人
材
の
育
成
﹂
の
た
め
に
各
地

で
講
演
活
動
を
続
け
て
い
る
。

﹁
在
米
・
在
留
邦
人
の
中
に
も
、

ご
親
族
や
ご
友
人
が
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
は
日
本
で
起
き
ま
し
た
が
、

明
日
は
世
界
中
の
ど
こ
で
大
災

害
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
拙
著
英
語
版
が
、
皆
様
の

今
後
の
備
え
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
本
望
で
す
﹂
と
高
嶋

氏
は
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

進
し
続
け
て
い
る
。︵
倉
本
︶

︻
高
嶋
博
視
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︼

１
９
５
２
年
香
川
県
生
ま
れ
。

防
衛
大
学
校
卒
業
。
半
生
を
日

本
の
海
上
防
衛
に
捧
げ
、
そ
の

間
、
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
イ
ン
ド
洋
派
遣
や
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
派

遣
活
動
を
指
揮
。
退
官
後
は
日

本
無
線
株
式
会
社
︵
顧
問
︶
を

経
て
、
現
職
﹁
博
海
堂
株
式
会

社
﹂代
表
。
２
０
２
２
年
４
月
、

瑞
宝
中
綬
章
受
賞
。

高
嶋
博
視
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

：

http://w
w

w
.um

ihiro.jp/

 「武人の本懐」の英語版
元海上自衛隊横須賀地方総監・高嶋博視・著

OFFICE BEAD INC.・刊

■消える息子（安東能明、小学館文庫）父と息子が相模湖
の遊覧船に乗りに行った日、息子は「ぼくはあそこで殺さ
れた」と驚愕の告白をし、同時に息子の首に絞められたよ
うな痕が浮かんだ。33 年前に発見された変死体と息子の
発言には奇妙な符号があった。息子は父が前世で殺した人
間の生まれ変わりなのか。親子の前世を巡るタイムスリッ
プミステリー。■宇宙は数式でできている（須藤靖、朝日
新書）かつて数学的な解にしかすぎないと思われていたブ
ラックホールや重力波の実在が続々と確認された。なぜ宇
宙はこれほど理論どおりなのか。神が仕組んだとしか思え
ない法則の数々と、それを解き明かす研究者たちの探求を
紹介する。数式が苦手でも鑑賞するだけでわかる、最新宇
宙物理学。■オランダ宿の娘（葉室麟、文春文庫）江戸に
参府するカピタンの宿・長崎屋に生まれた、るんと美鶴。
時は文政、蘭学に憑かれた人々の熱情が一大疑獄「シーボ
ルト事件」に発展。愛する男らを姉妹は救えるのか。間宮
林蔵など近代史の立役者も続々登場する、歴史ミステリに
して清冽な青春小説。■企業と経済を読み解く小説50（佐
高信、岩波新書）高度経済成長期に登場した経済小説は、
疑獄事件や巨大企業の不正など、多種多様なテーマを描い
た。城山三郎『小説日本銀行』、石川達三『金環蝕』、松本
清張『空の城』など、戦後日本社会の深層を描いた古典的
名作から、2010 年代に刊行されたものまで、幅広い選書によるブックガイド。
■これからの時代を生きるあなたへ（上野千鶴子、主婦の友社）NHK 人気
番組「最後の講義　上野千鶴子」を未放映シーンも入れた完全版として書籍
化した本書。専業主婦願望の女子学生や主夫をやっている男性など、さまざ
まな人との座談会も収録。 字も大きく、注釈もあるため読みやすい。すべ
ての女性に勇気を与える一冊。■ハーバードの人の心をつかむ力（ローラ・
ファン、ダイヤモンド社）著者はハーバード・ビジネススクールの教授。組
織行動学を教え、専門分野は起業家精神における直感の役割や対人関係およ
び潜在的要因が投資家・ベンチャーキャピタルの投資判断に与える影響。「努
力が報われる」ための鉄則を解説するハーバードの成功哲学書。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

親
子
の
前
世
を
巡
る
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
ミ
ス
テ
リ
ー
。
数
式
が
苦
手
で
も
わ
か
る
、
最

新
宇
宙
物
理
学
。
歴
史
ミ
ス
テ
リ
に
し
て
清
冽
な
青
春
小
説
。
幅
広
い
選
書
に
よ
る
ブ
ッ

ク
ガ
イ
ド
。
上
野
千
鶴
子
の
最
後
の
講
義
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
成
功
哲
学
書
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

冷
た
い
雨
が
降
る
あ
る
日
、

エ
ル
マ
ー
は
近
所
の
街
角
で
年

を
と
っ
た
野
良
猫
に
出
会
い
ま

す
。
エ
ル
マ
ー
は
び
し
ょ
濡
れ

の
猫
を
家
に
連
れ
て
帰
り
、
ミ

ル
ク
を
あ
げ
た
り
と
優
し
く
し

ま
す
が
、
猫
嫌
い
の
お
母
さ
ん

に
見
つ
か
り
、
窓
か
ら
放
り
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
ま
た
あ
る
日
、
そ
の
猫

を
見
つ
け
た
エ
ル
マ
ー
は
猫
か

ら
あ
る
話
を
聞
き
ま
す
。
ラ
イ

オ
ン
や
ト
ラ
な
ど
の
猛
獣
が
住

む
﹁
動
物
島
﹂
に
は
、
猛
獣
た

ち
に
一
日
中
過
酷
な
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
龍
の
子
ど
も
が

い
て
、
そ
ん
な
可
哀
想
な
龍
に

猫
は
島
を
出
る
と
き
﹁
い
つ
か

助
け
る
﹂
と
約
束
し
た
と
い
う

の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
エ
ル

マ
ー
は
さ
っ
そ
く
冒
険
の
準
備

を
し
て
、
島
行
き
の
船
に
忍
び

込
み
ま
す
。
猛
獣
達
の
住
む
動

物
島
で
龍
を
助
け
出
す
こ
と
は

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
で
１
９
４
８
年
か

ら
51
年
に
出
版
さ
れ
た
３
部

作
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
エ

ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
﹄
。
囚
わ

れ
の
身
と
な
っ
た
龍
の
子
ど
も

を
助
け
る
た
め
、
優
し
く
勇
敢

な
少
年
エ
ル
マ
ー
が
猛
獣
達
の

住
む
動
物
島
へ
乗
り
込
む
、
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
物
語
。　

︵
高
田
︶

優
し
い
少
年
の
知
恵
と
勇
気
の
物
語

 『My Father's Dragon』
Written by Ruth Stiles Gannett

Published by Random House Books

http://www.umihiro.jp/
http://www.umihiro.jp/
http://www.umihiro.jp/
http://www.umihiro.jp/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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Ｎ
Ｙ
市
か
ら
車
で
２
時
間
ほ

ど
北
上
し
た
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自

然
保
護
区
内
に
あ
る
﹁
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Y
M
C
A
﹂︵
ク
ラ

リ
ー
ビ
ル
、
２
０
０
０
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
・
ロ
ー
ド
︶
で
は
、

日
本
語
の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し

て
お
り
、
毎
年
３
０
０
人
前
後

の
参
加
者
が
雄
大
な
自
然
環
境

の
中
で
、
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
野

宿
な
ど
を
体
験
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
中
は
高
校
生
リ
ー

ダ
ー
や
18
歳
以
上
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
共
に
生
活
し
、
同
じ
よ

う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
仲
間
た
ち
と
過
ご
す
。
次
世

代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ

﹁
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
戻
っ
て
く
る
の
が
夢
﹂
と
話

す
子
ど
も
も
多
い
。
最
終
日
に

は
キ
ャ
ン
プ
初
日
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
ほ
ど
た
く
ま
し
く
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
見

ら
れ
る
と
い
う
。

　

今
年
は
キ
ャ
ン
プ
参
加
に
あ

た
り
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
完
全

接
種
が
必
須
。
ま
た
、
17
歳
以

上
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ

フ
も
追
加
募
集
中
。

　

開
催
期
間
は
６
月
26
日
〜
７

月
８
日
︵
空
き
あ
り
︶、
７
月

10
日
〜
22
日
︵
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
︶、
７
月
24
日
〜
８
月
５
日

︵
空
き
あ
り
︶、
８
月
７
日
〜
19

日
︵
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
︶

　

問
い
合
わ
せ
︵
日
本
語
︶
電

話
９
１
４
・
７
０
５
・
５
４
３
４

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル tokyo-

info@
frostvalley.org

　

 

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.ym

catfv.org

を

参

照
。

大
自
然
の
中
で
過
ご
す

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

東
京
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス　

岡
本
徹
学

園
長
︶
は
13
日
、
小
学
部
︵
児

童
82
人
︶
の
﹁
大
運
動
会
﹂
を

開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、
今
年

も
保
護
者
の
参
加
は
オ
ン
ラ
イ

ン
と
し
、
同
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
実
施
と
な
っ
た
。
競
技
の

様
子
は
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て

事
前
申
込
者
に
も
ラ
イ
ブ
中
継

さ
れ
、
１
０
０
人
を
超
え
る
視

聴
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら

声
援
を
送
り
、
接
戦
す
る
競
技

の
観
戦
を
楽
し
ん
だ
。

　

学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
2
年

目
の
実
施
と
な
っ
た
小
学
部
大

運
動
会
は
、
３
年
前
ま
で
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
と
合
同
で
大
会

場
で
行
っ
て
い
た
も
の
に
負
け

な
い
、
楽
し
く
力
強
い
演
技
、

そ
し
て
運
動
会
な
ら
で
は
の
盛

り
上
が
り
、
何
よ
り
子
供
た
ち

の
満
足
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の

運
動
会
と
な
っ
た
。
今
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
白
組
が
僅
差
で

優
勝
と
な
っ
た
。

慶應義塾ＮＹ学院

ジャパン・パレード参加

塾歌高らかに

オ
ン
ラ
イ
ン
中
継

育
英
運
動
会

　

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
︵
高
等

部
、
巽
孝
之
学
院
長
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
パ
ー
チ
ェ

ス
︶
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
チ

ア
ダ
ン
ス
部
の
部
員
39
人
が
14

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
た
。 

セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ト
の
70
丁
目
と
71

丁
目
の
間
に
設
け
ら
れ
た
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
前
の
レ
ッ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
で
、
慶
應
義
塾
塾
歌
と

76
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
ズ
の
２
曲
を

演
奏
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
た
。

　

沿
道
の
米
国
人
観
客
か
ら

﹁
あ
の
慶
應
大
学
と
関
係
あ
る

の
か
﹂
と
聞
か
れ
た
り
、
応

援
の
エ
ー
ル
を
叫
ば
れ
た
り

し
て
、
生
徒
た
ち
は
慶
應
義

塾
の
存
在
感
を
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
感
じ
た
瞬
間
と
な
っ
た

よ
う
だ
。
同
学
院
広
報
室
の

山
田
理
江
子
さ
ん
は
﹁
福
澤

諭
吉
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

慶
應
義
塾
を
創
立
さ
せ
た
こ

と
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

生
徒
達
が
、
将
来
、
義
塾
と

米
国
と
の
架
け
橋
と
し
て
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
﹂
と
話
し
た
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
岡
田
雅
彦
校
長
︶
で
５
月

10
日
︵
火
︶
に
第
46
回
運
動
会

が
行
わ
れ
た
。
同
校
は
こ
の
夏

に
学
校
移
転
す
る
た
め
、
現
在

の
校
舎
で
行
わ
れ
る
最
後
の
運

動
会
と
な
っ
た
。

　

運
動
会
は
快
晴
の
空
の

下
、

今

年

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

﹃
全
て
を
懸
け
てT

ow
ards　

V
ictory

﹄
を
か
か
げ
、
赤
組
・

白
組
そ
れ
ぞ
れ
の
団
長
・
副
団

長
の
﹁
き
ら
め
く
一
瞬
一
瞬
を

大
切
に
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
い
ま
す
。﹂
と
い
う
力
強

い
選
手
宣
誓
で
開
会
し
た
。

　

同
校
恒
例
の
応
援
合
戦
で

は
、
応
援
団
が
中
心
と
な
り
、

エ
ー
ル
の
交
換
や
、
拍
子
打
ち

を
披
露
。
参
加
者
全
員
の
心
を

一
つ
に
児
童
生
徒
の
声
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
中
に
響
き
渡
っ
た
。
短

距
離
走
で
は
、
一
人
一
人
が　

勝
利
に
向
か
っ
て
児
童
生
徒
、

教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
、
ス

マ
イ
ル
と
ハ
ッ
ピ
ー
が
溢
れ
た

運
動
会
と
な
っ
た
。

NY日本人学校

現校舎最後の運動会

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
演
技
す
る
チ
ア
ダ
ン
ス
部

メ
ン
バ
ー
。
指
揮
・
音
楽
指
導
は

Dr.Martin Sedek. 

チ
ア
指
導
は
　

M
s. Yoshiko Hori Sam

pson

mailto:tokyo-info@frostvalley.org%E3%80%80
mailto:tokyo-info@frostvalley.org%E3%80%80
mailto:tokyo-info@frostvalley.org%E3%80%80
mailto:tokyo-info@frostvalley.org%E3%80%80
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2014616502
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://starchildny.com
https://japaneseschool.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
高
３

河
野　

葵

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３

　

宇
佐
美　

杏
里
彩

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
３

伊
藤　

瑛
太

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
日
本
語
科

フ
ゥ　

チ
ィ
ン
ヅ
ー　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
４

神
田　

龍
一

N
Y
小
山
書
道
教
室
高
１

　

松
谷　

安
奈

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
https://www.kokinshodo.com/
http://villagewellusa.com
http://www.masako-inkyo.com/
http://www.kodomony.org


(13)　　 ［作文のページ］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）5 月 21日（土）
　

去
年
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
せ

い
で
で
き
な
か
っ
た
宿
泊
キ
ャ

ン
プ
に
今
年
の
夏
は
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
ト
の
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

と
い
う
山
の
中
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
。
自
然
の
中
木
の
緑

と
川
や
湖
も
あ
る
す
晴
ら
し
い

所
で
す
。
行
く
た
び
に
、
ス
リ

ー
プ
ア
ウ
ト
と
い
う
特
別
な
活

動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
森

の
中
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
夜

空
の
下
で
寝
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
山
の
中
の
目
的
地
を

目
指
し
て
、
た
ん
け
ん
し
な
が

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
僕

達
は
十
人
の
男
子
グ
ル
ー
プ
で

す
。
森
の
中
の
上
り
坂
を
一
時

間
ぐ
ら
い
登
っ
た
所
で
キ
ャ
ン

プ
場
に
着
き
ま
し
た
。
僕
の
お

兄
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
も
っ

と
高
い
所
の
四
時
間
も
か
か
る

と
言
わ
れ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
と
言

う
所
に
行
き
ま
し
た
。
後
で
聞

い
た
ら
、
走
っ
て
、
世
界
記
録

の
二
時
間
で
パ
ビ
リ
オ
ン
に
到

着
し
た
そ
う
で
す
。
す
ご
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。　

　

僕
達
は
、
ツ
リ
ッ
ク
ル
ブ
ル

ッ
ク
と
言
う
小
川
の
横
の
目
的

地
に
着
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
寝

る
場
所
を
整
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
夜
ご
飯
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
作
る
準
備
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
半
分
の
五

人
で
火
を
つ
け
る
た
め
に
周
り

の
森
か
ら
枝
や
木
を
集
め
ま
し

た
。
そ
の
間
、
他
の
人
達
は
カ

レ
ー
に
入
れ
る
野
菜
を
切
り
ま

し
た
。

　

僕
達
の
は
ん
は
、
集
め
た
枝

を
ま
き
の
下
と
上
に
い
げ
た
型

に
組
み
立
て
ま
し
た
。
い
げ
た

に
す
る
と
、
枝
の
間
に
酸
素
が

入
っ
て
、
火
が
付
き
や
す
く
な

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
大
変

な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ラ

イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
る
の
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
そ
の

う
ち
、
ラ
イ
タ
ー
の
液
体
ガ
ス

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
大
昔
の
人
を
思
っ
て
、
枝

を
手
と
手
の
間
に
持
っ
て
、
ま

き
の
上
で
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
、

ま
さ
つ
で
火
を
作
ろ
う
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と

で
は
火
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
昔
の
人
は
ど
う
や
っ
て
火

を
お
こ
し
た
の
で
し
ょ
う
。
で

も
、
僕
達
に
は
最
新
技
術
が
あ

り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
を
走
ら
せ

て
取
っ
て
き
て
も
ら
え
ば
い
い

の
で
す
。
僕
達
の
リ
ー
ダ
ー
は

走
っ
て
山
の
ふ
も
と
ま
で
行
っ

て
新
し
い
ラ
イ
タ
ー
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
た
時
に

は
、
僕
達
は
も
う
お
な
か
が
ペ

コ
ペ
コ
で
し
た
。
で
も
火
は
簡

単
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

な
べ
で
カ
レ
ー
を
作
る
は
ん
と

は
ん
ご
う
で
ご
飯
を
炊
く
は
ん

で
、
ど
ち
ら
が
早
く
で
き
る
か

の
競
争
で
す
。
僕
は
、
ご
飯
は

ん
で
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

カ
レ
ー
は
ん
が
勝
ち
ま
し
た
。

で
も
、
ご
飯
は
ん
の
ご
飯
は
ま

だ
か
た
か
っ
た
の
で
カ
レ
ー
の

な
べ
だ
け
火
か
ら
お
ろ
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
第
二
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
雷
と
大

雨
が
急
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
な
ん
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
で
も
、
僕
達
の
カ
レ
ー
と

ご
飯
を
お
い
て
い
く
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
な
べ
と
は
ん
ご

う
を
も
っ
て
、
歩
い
て
二
十
分

位
の
天
文
台
の
建
物
に
ひ
な
ん

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
雨
が
止
む

ま
で
二
時
間
も
待
ち
ま
し
た
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
ご
飯
が
か

た
く
て
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
み
ん
な
お
な
か
が

す
い
て
死
に
そ
う
で
し
た
。

　

や
っ
と
、
夜
中
の
十
一
時
こ

ろ
に
雨
が
や
み
ま
し
た
。
友
達

の
と
し
は
る
君
は
、
と
な
り
で

眠
た
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

僕
達
み
ん
な
は
、
夜
空
の
下
、

元
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
も
ど
り
ま

し
た
。
雨
雲
で
真
っ
暗
な
夜
で

す
。
こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
進
み

ま
し
た
。
ぼ
く
は
疲
れ
て
い
た

の
で
、
石
に
つ
ま
ず
い
て
、
一

度
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て
、
た
き
火
を
見
に
行
っ
た
ら

び
し
ょ
び
し
ょ
で
も
う
火
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

僕
達
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ

る
事
に
し
ま
し
た
。
か
た
く
て

冷
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
な
か

が
す
い
て
い
た
の
で
、
特
に
カ

レ
ー
の
と
こ
ろ
が
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
作
る

は
ず
だ
っ
た
デ
ザ
ー
ト
の
ス
モ

ー
ズ
は
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
よ
か
っ
た
の
は
、
そ
の

夜
ス
モ
ー
ズ
を
作
っ
て
食
べ
る

夢
を
み
ま
し
た
。
ぬ
れ
た
た
き

火
の
下
の
灰
の
中
か
ら
小
さ
く

赤
く
燃
え
た
炭
を
見
つ
け
て
、

真
夜
中
に
ス
モ
ー
ズ
を
こ
っ
そ

り
作
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
マ
シ

ュ
マ
ロ
の
焼
き
方
を
完
ぺ
き
に

実
行
し
ま
し
た
。
ぬ
ら
さ
な
い

よ
う
に
、
で
も
こ
が
さ
な
い
よ

う
に
、
灰
が
つ
い
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
気
を
付
け
な
が
ら
、

根
気
よ
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
ラ
ウ

ン
に
な
る
ま
で
こ
ん
が
り
焼
き

ま
す
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
か
ら
ス
チ

ー
ム
が
出
て
き
た
ら
も
う
出
来

上
が
り
で
す
。
熱
い
う
ち
に
グ

ラ
ハ
ム
ク
ラ
ッ
カ
ー
と
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
し

ま
す
。
す
る
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

が
ち
ょ
っ
と
と
け
て
、
お
い
し

い
の
で
す
。
こ
ん
な
お
い
し
い

ス
モ
ー
ズ
を
食
べ
た
の
は
初
め

て
で
す
。

　

ス
リ
ー
プ
ア
ウ
ト
で
一
番
よ

か
っ
た
の
は
、
み
ん
な
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
乗
り
こ
え
た
こ
と
で

す
。
た
き
火
の
火
を
起
こ
し
た

り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
た

り
、
雷
か
ら
に
げ
た
り
、
へ
ん

な
ス
モ
ー
ズ
の
夢
を
み
た
り
し

た
事
で
す
。
か
た
く
て
冷
た
い

ご
飯
で
も
、
み
ん
な
で
食
べ
た

か
ら
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　

﹁I H
ave a D

ream

﹂　

こ

れ
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー

サ
ー
キ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
が

一
九
六
三
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン

で
何
度
も
何
度
も
口
に
し
た

言
葉
で
す
。
八
月
二
十
八
日

で
し
た
。
キ
ン
グ
ぼ
く
師
は
﹁I 

H
ave a D

ream
 Speach

﹂

で
﹁
私
に
は
夢
が
あ
る
。
﹂
と

何
回
も
伝
え
、
人
々
が
平
等

に
あ
つ
か
わ
れ
る
夢
を
語
り
、

世
界
中
の
人
の
注
目
を
あ
び

ま
し
た
。

　

自
分
に
も
、
夢
が
あ
り
ま

す
。
自
分
自
身
の
力
で
抗
が

ん
剤
を
作
り
、
大
切
な
人
の

命
を
守
る
夢
で
す
。
五
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。
母
の
け

い
た
い
が
鳴
り
ま
し
た
。
母

が
部
屋
に
い
な
か
っ
た
の
で
、

こ
っ
そ
り
と
け
い
た
い
を
手

に
取
っ
た
と
た
ん
、
全
身
の

力
が
一
気
に
ぬ
け
て
い
き
、

ほ
ほ
を
冷
た
い
涙
が
伝
い
ま

し
た
。
目
に
し
た
の
は
、
祖

父
が
亡
く
な
っ
た
と
の
連
絡

で
し
た
。
悲
し
く
て
悲
し
く

て
、
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
し
経
ち
、
再
び
そ
の
メ
ー

ル
を
読
む
と
、
﹁
原
因
は
ガ
ン

で
し
た
。
﹂
と
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
瞬
間
、
自
分
の
感
情

は
悲
し
み
か
ら
ガ
ン
へ
の
怒

り
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
決
心
し
ま
し
た
。
ガ
ン
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
を
救

い
た
い
、
と
。
そ
れ
か
ら
長

い
間
、
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
、
ガ
ン

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

で
す
が
、
考
え
て
も
考
え
て

も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
気
づ
け
ば
﹁
も
し
家

ぞ
く
が
ガ
ン
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
﹂﹁
自
分
が
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
﹂
と
言
い
訳
を
考

え
て
、
逃
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
、
迷
っ
て
い
た
の
で
す
。

先
の
こ
と
を
考
え
、
す
ぎ
た

こ
と
を
後
悔
し
て
、
今
と
向

き
合
う
こ
と
を
さ
け
て
い
た

の
で
す
。

　

そ
し
て
、
数
ヶ
月
経
っ
た

あ
る
日
。
そ
の
時
も
、
ガ
ン

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

で
す
が
次
の
瞬
間
、
今
ま
で

一
度
も
考
え
た
こ
と
が
な
か

っ
た
事
が
次
々
と
頭
に
う
か

ん
で
き
ま
し
た
。

　

﹁
ガ
ン
を
治
す
何
か
を
作
る

に
は
ま
ず
ど
ん
な
し
ょ
く
業

に
つ
け
ば
い
い
ん
だ
？
そ
の

た
め
に
は
ど
ん
な
勉
強
を
す

れ
ば
い
い
ん
だ
？　

ど
ん
な

学
校
に
入
れ
ば
い
い
ん
だ
？

こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い

て
い
い
の
か
？
﹂

頭
が
い
た
く
な
る
く
ら
い
、

ど
ん
ど
ん
う
か
ん
で
き
ま
し

た
。

　

次
の
日
、
こ
れ
か
ら
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
の

を
紙
に
書
き
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
そ
っ
て
進
ん
で
い
れ

ば
間
違
い
な
い
、
と
い
う
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。
そ

れ
か
ら
約
一
年
間
、
毎
日
そ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
こ

な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

や
っ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

夢
と
い
う
の
は
、
今
と
向

き
合
う
か
ら
こ
そ
、
夢
な
ん

だ
と
。
真
剣
に
今
を
生
き
て
、

気
づ
い
た
ら
も
う
こ
ん
な
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
と
実
感

す
る
こ
と
が
夢
な
の
だ
。

　

自
分
た
ち
は
キ
ン
グ
ぼ
く

師
な
ど
の
先
人
達
か
ら
わ
た

さ
れ
て
き
た
夢
の
バ
ト
ン
を

常
に
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
バ
ト
ン
を
に
ぎ
っ
て
、
ど

こ
に
走
れ
ば
い
い
の
か
。
そ

れ
は
、
一
人
一
人
が
持
つ
﹁
こ

ん
な
世
界
に
し
た
い
。﹂
と
い

う
理
想
で
す
。
全
て
は
夢
を

持
つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の

で
す
。

　

﹁
私
に
は
夢
が
あ
る
。﹂
と

言
え
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ

か
ら
。

　
　

  　
︵
滞
米
11
年
６
か
月
︶
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冷
た
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
﹂

　
　
　
ニ
ュ
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ヨ
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私
に
は
夢
が
あ
る
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
M
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
和
々
花
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 （記載学年は応募時のものです）

　

二
年
生
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
、
ど
う
や
っ
て
か
ん
字

が
作
ら
れ
た
か
を
な
ら
っ
た

こ
と
で
す
。

　

毎
回
五
こ
の
か
ん
字
を
、
先

生
が
う
ご
く
か
ん
字
の
ア
プ

リ
を
つ
か
っ
て
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
れ
い
は
、た
と
え
ば
、

森
の
か
ん
字
は
、
木
が
い
っ

ぱ
い
は
え
て
い
る
か
ら
木
の

か
ん
字
が
三
こ
あ
つ
ま
っ
て

森
の
か
ん
字
に
な
り
ま
し
た
。

ア
プ
リ
の
中
に
あ
る
あ
つ
ま

っ
た
木
の
絵
が
、
わ
た
し
の

頭
の
中
に
よ
く
入
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
れ
い
は
、
明

の
か
ん
字
で
す
。
こ
の
か
ん

字
は
、
ま
ど
か
ら
月
が
光
っ

て
る
絵
か
ら
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
そ
れ
を
な
ら
っ

た
時
に
、
す
ご
く
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
が
も
う
す
ぐ
お
わ

る
の
が
か
な
し
い
で
す
。
ま

た
先
生
と
い
っ
し
ょ
が
い
い

な
。
こ
れ
で
作
文
を
お
わ
り

ま
す
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
も
早
、

5
月
と
な
り
ま
し
た
。
5
月
と

い
え
ば
？
そ
う
、
ル
ー
ト
66
が

シ
カ
ゴ
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で

全
線
に
わ
た
り
快
適
に
走
破
が

可
能
に
な
る
、
い
よ
い
よ
シ
ー

ズ
ン
開
幕
の
季
節
で
す
。
以
前

に
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
、
ア

リ
ゾ
ナ
州
セ
リ
グ
マ
ン
を
ス
タ

ー
ト
、
参
加
者
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
で
参
上
し
、
皆
さ
ん
が
思

い
思
い
に
ル
ー
ト
66
を
走
る

イ
ベ
ン
ト
﹁R

oute 

66 Fun 
R

un

﹂
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で

シ
ー
ズ
ン
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
情

で
ま
だ
ま
だ
旅
へ
の
意
識
も
な

か
な
か
向
か
な
い
と
い
う
事
情

も
あ
り
、
こ
の
数
か
月
は
あ
え

て
お
ス
ス
メ
ル
ー
ト
の
ご
紹
介

は
避
け
て
き
ま
し
た
が
、
﹁
そ

ろ
そ
ろ
こ
の
夏
に
は
！
﹂
と
思

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
読
者
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
﹁
そ
ん
な
あ
な
た
に
耳

よ
り
な
情
報
で
す
！
﹂
︵
と
、

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ
う

な
こ
と
を
書
き
ま
す
が
︶
ル
ー

ト
66
っ
て
す
ぐ
わ
か
る
か
な
？

迷
わ
な
い
か
な
？
ち
ゃ
ん
と
行

き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け
る
か

な
？
と
、
少
し
不
安
に
な
る
心

配
を
一
気
に
吹
き
飛
ば
す
ア
プ

リ
が
あ
る
の
で
す
。
い
や
い
や

時
代
は
進
み
ま
し
た
。
も
は
や

紙
の
地
図
だ
け
で
は
な
い
ん
で

す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
月

の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道

ル
ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④
第
13

回
は
﹁
ル
ー
ト
66
を
旅
す
る
た

め
だ
け
﹂
に
作
ら
れ
た
、
世
界

最
初
の
モ
バ
イ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
、
﹁R

oute 

66 
N

avigation

﹂
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

制
作
者
のM

arian Pavel 

氏
︵
以
下
マ
リ
ア
ン
︶
は
、
ス

ロ
バ
キ
ア
出
身
の
、
私
と
同
じ

く
ル
ー
ト
66
愛
好
家
。
も
ち
ろ

ん
私
の
大
切
な
友
人
の
一
人
で

す
。
マ
リ
ア
ン
は
元
々
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
し
た
が
、
過
去
20

年
間
以
上
に
わ
た
っ
て
地
元
や

多
国
籍
の
出
版
界
で
大
き
な
影

響
力
を
誇
る
メ
デ
ィ
ア
で
働

き
、
そ
の
頃
か
ら
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
世
界
に
入
り
オ
ン
ラ

イ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
。

母
国
で
は
携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
向
け
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在

と
の
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
既
に
よ
く
ご
存
知

の
よ
う
に
、
ル
ー
ト
66
は
き
ち

ん
と
一
つ
の
道
で
繋
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
既
に
消
滅
し
た
部
分

や
オ
ー
バ
ー
パ
ス
さ
れ
た
部
分

も
あ
る
他
、
標
識
そ
の
も
の
も

紛
失
し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
ル
ー

ト
66
は
地
図
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
し
で

の
走
行
は
非
常
に
難
し
く
、
１

度
や
２
度
の
横
断
で
は
そ
の
全

容
を
見
る
こ
と
は
到
底
不
可
能

な
わ
け
で
す
が
、
そ
の
走
行
過

程
に
お
い
て
﹁
迷
う
﹂
こ
と
を

限
り
な
く
少
な
く
す
る
た
め
の

ナ
ビ
ア
プ
リ
、そ
れ
が
﹁R

oute 

66 N
avigation

﹂
を
開
発
し

た
き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
今
ま
で
に
出
版
さ

れ
て
い
る
ガ
イ
ド
本
、
紙
の
地

図
、
そ
し
て
一
般
的
な
地
図
ア

プ
リ
等
、
旅
を
充
分
助
け
て
く

れ
る
も
の
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
ど
れ
も
足
り
な
い

部
分
が
存
在
し
ま
す
。
が
、
紙

面
の
都
合
上
、
一
つ
一
つ
細
か

く
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
こ
こ
で
は
﹁R

oute 

66 
N

avigation

﹂
で
は
何
が
で

き
る
の
か
、
そ
し
て
何
が
す
ご

い
の
か
、
を
お
話
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
日
で
は
ル
ー
ト
66
関
連

の
ナ
ビ
ア
プ
リ
は
幾
つ
か

あ
り
ま
す
が
、﹁R

oute 

66 
N

avigation

﹂
は
、
旅
の
間

ず
っ
と
ル
ー
ト
66
の
走
行
を
維

持
し
、
途
中
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
す
べ
て
表
示
す
る
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
簡
単
か
つ
迅
速
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
﹁
タ
ー

ン
・
バ
イ
・
タ
ー
ン
・
ア
プ

リ
﹂
で
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
自

体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

無
料
で
作
動
す
る
基
本
機
能
に

加
え
、
40
米
ド
ル
で
完
全
な
機

能
を
追
加
で
き
る
有
料
版
も

あ
り
ま
す
。
ア
プ
リ
は
、
約

２
５
０
０
マ
イ
ル
に
お
よ
ぶ
ル

ー
ト
66
の
道
中
、
約
９
０
０
か

所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
そ
の
詳

細
の
完
全
リ
ス
ト
や
、R

oute 

66
上
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

リ
ス
ト
に
加
え
、
何
か
問
題
が

発
生
し
た
場
合
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
機

能
、
ル
ー
ト
66
上
で
起
き
て
い

る
事
故
や
問
題
を
他
の
ユ
ー
ザ

ー
に
通
知
す
る
旅
行
報
告
書
な

ど
も
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
有
料
版
の
機
能
と
し

て
幾
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、
旅
の
準
備
段
階
と

し
て
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
旅

程
を
事
前
に
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
必
要
時
に
そ
の
保
存
し

た
ル
ー
ト
を
起
動
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ト
66
を
走
破
す
る

道
の
り
を
２
種
類
ま
で
選
択

し
、
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

次
に
実
際
の
走
行
中
、
ア
プ

リ
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
イ
ン
カ
ム

と
も
連
動
し
ま
す
の
で
音
声
で

の
指
示
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
こ
で
曲
が
る
の
か
、
ど

こ
で
高
速
に
乗
る
の
か
等
、
全

て
記
憶
し
て
お
く
必
要
は
な

く
、
特
に
バ
イ
ク
で
走
っ
て
い

る
時
は
大
変
助
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
便
利
だ
と
は
い
え
、

走
行
中
の
デ
ー
タ
通
信
料
は
気

に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
方

や
、
電
波
の
悪
い
エ
リ
ア
、
又

は
そ
れ
が
届
か
な
い
場
所
で
迷

子
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
オ
フ

ラ
イ
ン
モ
ー
ド
の
活
用
も
出
来

る
の
で
す
。
出
か
け
る
前
に
ア

プ
リ
に
地
図
を
落
と
し
込
ん
で

お
く
だ
け
で
オ
フ
ラ
イ
ン
モ
ー

ド
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

更
に
、
ア
プ
リ
は
常
に
道
路

事
情
の
最
新
情
報
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て

通
行
止
め
地
域
を
特
定
し
、
最

適
な
迂
回
路
を
案
内
す
る
こ
と

は
朝
飯
前
。
何
と
観
光
ス
ポ
ッ

ト
情
報
ま
で
も
が
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
さ
れ
る
と
い
う
優
れ
も
の
で

す
。

　

尚
、
高
速
で
走
っ
て
る
と
つ

い
つ
い
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
う
の
で
は
？
と
い
う
心

配
に
も
、
速
度
制
限
警
告
と
い

う
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
走
行
中
制
限
速
度
を
超
え

る
と
、画
面
上
の
﹁
色
の
変
化
﹂

で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

か
く
言
う
私
も
、
も
ち
ろ
ん

こ
の
ア
プ
リ
は
利
用
し
て
重
宝

し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ナ
ビ

と
い
う
も
の
が
世
の
中
に
登
場

し
た
こ
ろ
か
ら
、
個
人
的
に
は

結
構
好
き
で
色
々
な
も
の
を
利

用
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
と﹁
ル

ー
ト
66
を
走
る
﹂
こ
と
に
関
し

て
は
こ
の
ア
プ
リ
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

あ
あ
、
そ
う
そ
う
一
つ
言
い

忘
れ
て
い
ま
し
た
。﹁
ル
ー
ト

66
は
シ
カ
ゴ
か
ら
西
へ
向
か

う
の
？
﹂﹁
逆
に
サ
ン
タ
モ
ニ

カ
か
ら
東
へ
行
っ
て
も
い
い

の
？
﹂
こ
れ
は
、
読
者
の
皆
さ

ん
も
よ
く
ご
存
知
の
ル
ー
ト
66

あ
る
あ
る
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で

す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
ア
プ
リ

は
ど
ち
ら
か
ら
行
く
場
合
で

も
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
確
実

に
案
内
し
て
く
れ
ま
す
よ
。
そ

れ
で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か

り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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さ
あ
行
こ
う
！ 
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
13

： 
世
界
初
！
ル
ー
ト
66
旅
専
用
ナ
ビ
ア
プ
リ

 第 438 回

　

前
々
回
、
紫
電
改
の
実
物
を

﹁
ま
だ
見
て
い
な
い
﹂
と
述
べ

ま
し
た
が
、
ど
う
に
も
癪
に
障

る
の
で
、
先
週
末
、
愛
媛
県

愛
南
町
の
﹁
紫
電
改
展
示
館
﹂

を
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

松
山
空
港
か
ら
車
で
2
時
間

半
程
の
距
離
で
す
。

　

１
９
７
８
︵
昭
和
53
︶
年
11

月
、
愛
媛
県
南
宇
和
郡
城
辺

町
︵
現
在
の
愛
南
町
︶
久
良

湾
の
海
底
40
ｍ
に
紫
電
改
が

原
型
の
ま
ま
沈
ん
で
い
る
の

が
地
元
ダ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
、
翌
年
7
月
14
日
、

34
年
ぶ
り
に
引
き
揚
げ
ら
れ

ま
し
た
。
紫
電
改
は
ゼ
ロ
戦

に
代
わ
る
新
鋭
機
︵
極
地
戦

闘
機
︶
で
、
日
本
海
軍
の
第

３
４
３
海
軍
航
空
隊
に
所
属

し
、通
称
﹁
剣
︵
つ
る
ぎ
︶
部
隊
﹂

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
大
戦
末

期
、
国
土
を
守
る
飛
行
機
さ

え
数
少
な
く
な
っ
て
い
た
敗

色
濃
厚
の
時
期
に
、
真
珠
湾

攻
撃
時
に
参
謀
で
あ
っ
た
海

軍
大
佐
源
田
実
司
令
が
、
当

時
の
海
軍
で
優
秀
な
パ
イ
ロ

ッ
ト
を
松
山
基
地
に
集
め
て

編
成
し
た
部
隊
で
す
。
日
本

本
土
防
空
戦
で
、
終
戦
ま
で

紫
電
改
を
使
っ
て
活
躍
し
ま

し
た
。
紫
電
︵N

1K
1-J

︶
の

改
良
型
で
、
21
型
以
降
が
紫

電
改
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す

︵
連
合
軍
側
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム

はG
eorge

︶。

　

１
９
４
５
︵
昭
和
20
︶
年

7
月
24
日
、
土
佐
沖
に
進
攻

し
て
き
た
米
機
動
部
隊
か
ら

戦
爆
連
合
約
５
０
０
機
が
呉

軍
港
方
面
に
来
襲
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
迎
撃
す
る
た
め
、
撃

墜
王
と
い
わ
れ
た
鴛
淵
孝
︵
お

し
ぶ
ち
た
か
し
︶
大
尉
率
い

る
紫
電
改
21
機
が
大
村
基
地

か
ら
発
進
し
、
宇
和
島
上
空

で
10
倍
以
上
の
数
の
米
海
軍

機
動
部
隊
艦
載
機
と
交
戦
し
、

10
分
足
ら
ず
で
16
機
︵
米
軍

側
損
失
記
録
で
は
4
機
︶
を

撃
墜
し
ま
し
た
が
、
鴛
淵
大

尉
の
機
体
を
含
め
紫
電
改
6

機
が
未
帰
還
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
1
機
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
搭
乗
者
は

特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

海
中
で
の
発
見
当
時
、
機
体

は
フ
ジ
ツ
ボ
に
覆
わ
れ
、
破

損
個
所
が
随
所
に
見
受
け
ら

れ
た
も
の
の
、
原
型
は
留
め
て

い
ま
し
た
。
水
中
墜
落
で
プ

ロ
ペ
ラ
が
4
枚
と
も
内
側
に

90
度
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
度
な
操
縦
技
術
を

持
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
り
、

海
面
上
に
不
時
着
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
機
を

製
作
し
た
新
明
和
工
業
㈱
︵
旧

川
西
航
空
︶
に
よ
っ
て
約
1

か
月
か
け
て
一
部
補
修
・
防

錆
塗
装
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
機
は
、
久
良
湾
が
一
望
で

き
る
馬
瀬
山
山
頂
に
、
恒
久

平
和
を
願
う
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
１
９
８
０
︵
昭
和
55
︶
年

5
月
に
紫
電
改
展
示
館
が
オ

ー
プ
ン
し
、
終
焉
の
地
に
機

首
を
向
け
て
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
管
理
運
営
は
、

宇
和
島
市
に
あ
る
南
レ
ク(

株

)

と
い
う
会
社
が
行
っ
て
お
り
、

入
館
料
は
無
料
で
す
。
館
内

に
は
引
き
揚
げ
た
紫
電
改
の

部
品
や
タ
ン
ク
、
模
型
等
も

展
示
さ
れ
、
関
連
す
る
写
真
、

資
料
の
ほ
か
記
録
映
像
も
上

映
し
て
い
ま
す
。﹃
紫
電
改
の

タ
カ
﹄
を
描
い
た
ち
ば
て
つ

や
氏
の
サ
イ
ン
色
紙
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
紫
電
改
は
日
本
に
現

存
す
る
唯
一
の
も
の
で
、
ア
メ

リ
カ
に
は
3
機
現
存
し
、
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
航
空
宇
宙

博
物
館
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
海

軍
航
空
基
地
内
の
国
立
海
軍

航
空
博
物
館
︵
フ
ロ
リ
ダ
州
︶

及
び
ラ
イ
ト
・
パ
タ
ー
ソ
ン
空

軍
基
地
内
の
国
立
ア
メ
リ
カ

空
軍
博
物
館
︵
オ
ハ
イ
オ
州
︶

に
保
存
・
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国

立
博
物
館
副
館
長
︶

紫電改展示館
（その２）

http://www.at-newyork.com/
http://op-ed.jp
http://hinomaru-limo.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

二
万
年
ほ
ど
前
ま
で
日
本
列

島
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
を
取

り
ま
く
外
環
の
一
部
を
な
し
、

北
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
か
ら
、

南
は
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ジ

ャ
ワ
・
ス
マ
ト
ラ
に
至
る
ま
で
、

氷
河
に
お
お
わ
れ
た
陸
続
き
で

現
在
の
日
本
海
と
南
シ
ナ
海
の

ま
ん
中
に
、
中
央
ア
ジ
ア
の
カ

ス
ピ
海
の
よ
う
な
広
大
な
湖
海

が
で
き
て
い
た
。
日
本
で
は
、

陸
続
き
で
あ
っ
た
本
州
と
四
国

が
地
質
時
代
の
断
層
で
淡
路
島

に
な
っ
た
と
推
考
さ
れ
、
兵
庫

県
明
石
の
海
岸
に
露
出
す
る
洪

積
世
の
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た

旧
石
器
人
類
の
明
石
原
人
の
生

息
地
だ
っ
た
。

　

﹃
記
・
紀
﹄
に
よ
る
と
、
天

地
根
元
・
宇
宙
の
大
本
体
で
あ

る
創
造
神
で
あ
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ

カ
ヌ
シ
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ

ミ
ム
ス
ビ
の
三
神
は
、
イ
ザ
ナ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
の
二
神
に
﹁
こ
の
流
動
し

て
い
る
日
本
の
国
土
を
造
成
し

て
、安
定
さ
せ
よ
﹂
と
命
じ
て
、

ア
メ
ノ
ヌ
ボ
コ
と
い
う
玉
で
飾

っ
た
立
派
な
ホ
コ
を
、
天
武
の

賜
物
と
し
て
与
え
た
。
そ
し
て

二
神
は
天
と
地
を
つ
な
ぐ
天
浮

橋
︵
虹
橋
︶
の
上
に
立
っ
て
、

天
与
の
ホ
コ
を
地
に
さ
し
お
ろ

し
て
、
あ
た
か
も
く
ず
粉
に
熱

湯
を
そ
そ
い
で
か
き
混

ぜ
て
く
ず
湯
を
つ
く
る

よ
う
に
、
コ
ロ
コ
ロ
と

か
き
ま
わ
し
か
た
ま
ら

せ
て
引
き
上
げ
た
と
き

に
、
そ
の
ホ
コ
の
先
か

ら
し
た
た
り
落
ち
る
シ

オ
︵
潮
︶
が
積
も
っ
て

島
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

オ
ノ
コ
ロ
シ
マ
と
言
わ
れ
る
淡

路
島
の
こ
と
で
、
二
神
が
最
初

に
つ
く
っ
た
立
派
な
国
土
だ
。

津
名
郡
一
宮
町
多
賀
に
は
伊
弉

諾
︵
い
ざ
な
ぎ
︶
神
宮
が
あ
り
、

二
神
が
国
土
造
営
を
終
え
て
か

ら
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

幽
宮
︵
か
く
り
の
み
や
︶
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
、﹁
ホ
コ
で
シ
オ
を
か
き
ま

わ
し
て
か
た
め
る
﹂
は
男
女
の

営
み
の
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
陰

陽
の
作
用
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

化
学
的
な
事
実
を
正
し
く
上
品

で
、
巧
妙
に
い
い
表
わ
し
た
叙

述
だ
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

　

諸
説
あ
る
が
、
北
方
系
天
孫

族
の
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
さ

い
し
ょ
に
出
雲
族
の
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
と
結
婚
し
て
国
づ
く

り
に
尽
瘁
し
た
が
、
イ
ザ
ナ
ミ

が
火
の
神
︵
カ
グ
ツ
チ
︶
を
生

ん
で
産
褥
熱
で
亡
く
な
っ
た
の

で
、
同
族
間
か
ら
後
妻
を
迎
え

た
。
イ
ザ
ナ
ギ
は
襲
名
で
何
代

も
の
氏
上
が
存
在
し
た
と
い
わ

れ
、
の
ち
に
多
く
の
神
々
を
生

ん
だ
な
か
で
三
貴
子
︵
天
照
大

神
・
月
読
命
・
素
戔
嗚
尊
︶
に
、

さ
き
に
開
拓
し
た
土
地
の
手
入

れ
を
し
た
り
、
住
居
を
造
り
な

お
し
た
り
し
た
そ
れ
ら
を
与
え

て
統
治
管
理
さ
せ
た
と
い
わ
れ

る
。

　

さ
て
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ

ォ
ー
か
ら
市
川
九
團
次
氏
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
天
地
開
闢
シ

リ
ー
ズ
、
万
物
が
誕
生
す
る
煌

め
き
を
表
現
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト

﹃
創
造
﹄(SO

U
ZO

U
)

が
出
た
。

　

津
延
美
衣

︵

つ

の

べ

み

え
︶
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ

Ｔ

卒

業
。

米
国
宝
石
学
会
鑑
定
士
。
運
命

学
・
自
然
医
学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
・
食
文
化
等
の
知
識
を
生

か
し
、
健
康
で
楽
し
く
感
動
的

な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代

表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/

（株）クロスフォー、品名創造（SOUZOU）

52

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
夫
婦
二
神
﹄﹂
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
25

　

母
の
日
お
め
で
と
う
、
と
先

生
の
祖
国
の
言
葉
で
今
日
は
花

束
を
手
渡
し
た
く
て
、
朝
か
ら

何
度
も
練
習
し
て
い
た
の
に
、

会
う
頃
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
先
生
と
の
待
ち
合

わ
せ
は
い
つ
も
、 

メ
イ
シ
ー
ズ

前
の
小
さ
な
広
場
。
す
ぐ
そ
ば

が
韓
国
人
街
な
の
で
、
通
り
す

が
り
の
韓
国
人
に
聞
こ
う
と
思

っ
て
い
た
ら
、
先
生
が
突
然
、

目
の
前
に
現
れ
て
し
ま
っ
た
。 

　

仕

方

な

く
、

英

語

で

H
appy

 M
other’

s D
ay

. 

と
言
っ
て
花
束
を
差
し
出
し

た
。
先
生
は
ま
ず
驚
き
、
そ
し

て
笑
顔
で
花
束
を
受
け
取
っ

た
。

　

と
思
っ
た
ら
、
険
し
い
顔
に

な
っ
た
。
ど
う
し
て
、
花
な
ん

か
買
う
の
。
お
金
、
使
っ
て
…
。 

　

雨
で
手
が
ふ
さ
が
っ
て
、
転

び
で
も
し
た
ら
危
な
い
の
で
、

私
が
花
束
を
持
と
う
と
思
っ
た

け
れ
ど
、 

先
生
は
し
っ
か
り
胸

に
抱
い
て
離
さ
な
い
。 

　

先
生
の
歩
く
速
さ
は
、
ま
っ

た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
で

も
、
転
ば
な
い
よ
う
に
と
、
つ

い
腕
を
持
っ
て
支
え
よ
う
と
す

る
と
、
先
生
は
き
っ
ぱ
り
と
言

い
放
つ
。 

　

私
の
安
全
は
、
私
が
決
め
ま

す
！　

 　

会
う
と
き
は
い
つ
も
、
私

が
い
く
ら
拒
ん
で
も
、
先
生
が

食
事
代
を
払
う
。
今
日
は
母
の

日
だ
か
ら
、 

韓
国
料
理
を
先
生

に
ご
馳
走
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、

と
何
度
も
言
っ
た
け
れ
ど
、
い

け
ま
せ
ん
！　

私
は
今
も
先
生

で
す
。
今
も
働
い
て
い
る
ん
で

す
！　

と
ゆ
ず
ろ
う
と
し
な

い
。
こ
れ
以
上
、
拒
め
ば
、
怒

り
出
し
そ
う
だ
。

　

私
も
働
い
て
い
ま
す
、
と
言

う
と
、
私
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と

見
て
、
不
機
嫌
そ
う
な
顔
ね

ぇ
、
と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に

笑
う
。 

　

結
局
、
母
の
日
な
の
に
、
韓

国
の
母
に
ご
馳
走
し
て
も
ら
っ

た
。

　

私
が
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る

様
子
を
見
な
が
ら
、
美
味
し

い
？　

よ
か
っ
た
。
あ
な
た
が

美
味
し
い
っ
て
食
べ
て
い
る
の

が
う
れ
し
い
、
と
何
度
も
日
本

語
で
繰
り
返
す
。 

　

そ
の
あ
と
、
カ
フ
ェ
に
移
動

し
た
。
店
の
入
口
に
段
差
が
あ

っ
た
。
転
ん
だ
ら
、
大
変
。

　

私
は
思
わ
ず
先
生
の
腕
を
つ

か
む
。
先
生
、
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

先
生
は
一
瞬
、
間
を
置
き
、

真
顔
で
日
本
語
で
答
え
る
。 

　

は
い
。
お
母
さ
ん
の
言
い
つ

け
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
ま

す
。 

　

結
局
、
四
時
間
も
一
緒
に

い
た
。 

話
し
な
が
ら
先
生
は
、

満
面
の
笑
み
を
た
た
え
、
小
さ

な
子
ど
も
に
す
る
よ
う
に
、
私

の
鼻
の
て
っ
ぺ
ん
を
何
度
も
つ

ま
ん
で
は
、
か
わ
い
い
ね
ぇ
と

言
う
。
そ
し
て
、
自
分
も
子
ど

も
に
戻
っ
た
よ
う
に
う
れ
し
そ

う
に
笑
う
。 

　

私
は
夫
と
待
ち
合
わ
せ
し
て

い
た
の
で
、
荷
物
を
ま
と
め
て

立
ち
上
が
る
。 

　

早
く
行
き
な
さ
い
。
待
た
せ

異
国
の
母
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
ゆ
く

エッセイ連載 ㉘

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

て
は
だ
め
よ
。
全
部
持
っ
た
？ 

忘
れ
も
の
は
な
い
？ 

コ
ー
ト

は
着
て
こ
な
か
っ
た
？ 

コ
ー

ト
な
し
じ
ゃ
、
寒
い
で
し
ょ

う
？　

あ
な
た
、
御
不
浄
に
行

か
な
く
て
い
い
？ 

　

先
生
が
ま
く
し
立
て
る
。
戦

前
の
韓
国
だ
か
ら
、
先
生
は
ト

イ
レ
を
御
不
浄
と
習
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

　

は
い
、
お
母
さ
ん
の
言
い
つ

け
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
ま

す
。 

　

先
生
の
ま
ね
を
し
て
ま
じ
め

な
顔
で
言
う
と
、
ま
っ
た
く
、

と
い
う
顔
で
、
ま
た
私
の
鼻
を

つ
ま
む
。 

　

先
生
と
ハ
グ
し
合
う
。 

　

ほ
お
ず
り
し
て
別
れ
て
か

ら
、
先
生
の
写
真
を
撮
り
忘
れ

た
こ
と
に
気
づ
く
。 

　

先
生
は
も
う
、
数
十
メ
ー
ト

ル
先
を
す
た
す
た
と
歩
い
て
い

る
。 

　

追
い
か
け
て
い
っ
て
、
先
生

の
前
に
く
る
り
と
現
れ
、
カ
メ

ラ
を
向
け
る
。

　

モ
デ
ル
の
写
真
を
、
撮
り
に

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
！

　

そ
う
言
う
と
、
先
生
は
ち
ょ

っ
と
あ
き
れ
た
顔
し
て
、
笑
っ

た
。 

　

一
瞬
立
ち
止
ま
り
、
花
束
を

抱
え
て
ポ
ー
ズ
す
る
。 

　

撮
っ
た
写
真
の
先
生
の
顔
を

ズ
ー
ム
し
て
見
せ
、
か
わ
い
い

ね
ぇ
、
と
私
が
言
う
。
先
生
の

口
癖
だ
。 

　

画
面
に
大
写
し
の
自
分
の
写

真
を
一
瞬
見
て
、
照
れ
た
よ
う

に
笑
っ
た
。 

　

ほ
ら
、
早
く
行
き
な
さ
い
、

と
い
う
よ
う
に
私
の
背
中
を
押

す
。
そ
し
て
ま
た
、
先
生
の
大

好
き
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
道

を
、ま
っ
す
ぐ
に
歩
き
始
め
る
。 

　

迷
い
も
せ
ず
、
わ
が
 道
を
ま

っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん
で
き
た

先
生
ら
し
く
。
背
筋
を
伸
ば
し

て
、
脇
目
も
ふ
ら
ず
、
カ
ツ
カ

ツ
と
、
堂
々
と
。 

　

T
han

k y
ou

 for being 
a m

other to m
e. 

　

私
の
母
で
い
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
。 

＊
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
は
終
わ
ら
な
い
﹄

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://www.samuraimama.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://mijikan.blogspot.com/
tel:9175773969
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://www.atlanticgrace.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
は
、

１
８
７
２
年
に
、
岩
倉
具
視
使

節
団
が
来
米
し
て
か
ら
１
５
０

年
と
な
る
の
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
日
本
人
が
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
パ
レ
ー
ド
を
す
る
の
は

実
に
１
６
２
年
ぶ
り
。
最
初
は

徳
川
幕
府
が
１
８
６
０
年
に
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
派
遣
し
た
万

延
元
年
遣
米
使
節
団
で
、
こ
の

時
は
80
人
の
侍
が
Ｎ
Ｙ
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

今
回
は
、
侍
パ
レ
ー
ド
は
な

か
っ
た
が
、
剣
道
の
志
道
館
や

殺
陣
波
涛
流
が
侍
の
武
士
道
精

神
を
紹
介
し
た
。
民
舞
座
や
ジ

ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ー
ツ
が
華
や
か
で
見
事
な
踊
り

を
披
露
し
て
沿
道
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
を
魅
了
、
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ
や
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
が
現
代

日
本
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
終
点
近
い

69
丁
目
で
は
折
り
紙
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
、
蕎
麦
や
伊
藤
園
の
茶

を
ふ
る
ま
う
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
フ
ェ
ア
も
開
催
さ
れ
た
。

伝
統
と
現
代
の
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド

存在感も前進
日系 90 団体 2400 人が参加

華やかに繰り広げられたジャパン・パフォーミングアーツのあわ踊り

沿
道
か
ら
大
喝
采
を
受
け
た
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン

　
今
年
創
設
30
周
年
を
迎
え
た
民
舞
座
の
花
笠
踊
り
は
、
お
馴
染

み
の
日
本
の
顔
＝
写
真
右
＝
。
オ
ー
プ
ン
カ
ー
か
ら
笑
顔
で
沿
道

の
市
民
に
手
を
振
る
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
＝
写
真
左
＝

https://www.rapidtest.nyc/
tel:2122136069



